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議事日程（第２６号） 

日程第 １  一般質問（６人） 

 

 

本日の会議に付した事件 

日程第 １  一般質問（６人） 

 

 

 

午前１０時 開 議 

 

●議会事務局長（片山 守君）  起立、礼、おはようございます。着席。 

◎議長（山口 和幸君）  ただいまの出席議員は１６人です。定足数に達していますので、これから本日の会

議を開きます。本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

日程第１ 一般質問 

◎議長（山口 和幸君）  日程第１、一般質問を行います。順番に発言を許します。まず９番、永井英治議員

の一般質問です。 

◎議長（山口 和幸君）  永井議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  おはようございます。一般質問の１番目の一般質問であります。１２月もで

すねくじ引いたら１番目でありまして、今回も１番目です。大変くじ運がいいと私自身思っております。今

日から１１人ですかね。１１人ですね。よろしくお願い申し上げます。それでは通告書に従いまして、一般

質問をいたします。まず町長のまずといいますか、施政方針に対する質問でございます。２点でございます。

その１番目としまして、町花に指定されておりますリュウキンカの保護という点から質問をさせていただき

ます。町長の政方針の中にですね、幸福の町づくり三つのアイテムといいますか、一つ目はおかどめ幸福駅、

それから二つ目が町の花、町花のリュウキンカ、三つ目が鎏金獣帯鏡ですか、この三つのアイテムですね、

幸福の町づくりのことの中にうたってあります。その中のリュウキンカのことですけども、まず町長、３つ

の中の一つのリュウキンカ、これは日本の自生している南の端ですね南限とされております。このリュウキ

ンカについてどういう思いがあるのか、まずはお尋ねをいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  今日明日と一般質問となりますけど、議員の皆様よろしくお願いいたします。まず

は、永井英治議員の質問を受けますけれども、リュウキンカですね、私にもその町長として仕事させていた

だくようになってですね、初めてリュウキンカというのが町の花でありですね、そしてその花言葉が本当素

晴らしいものということでありますけど、その花言葉についてはですね、実は最初は知りませんでした。あ

る方から、この花言葉は「必ず訪れる幸福ですよ」と話をさせて聞きましてですね、実はもうショックを受

けたといいますか、もっと何で自分できちっとですね、そういうことを調べてなかったんだろうという思い

を持ちました。でもすぐそういうことがわかっていてですね、もう皆さん常識の話だったかわかりません。

だからこそ、町のこの花と指定されたものと思っております。非常にあの可憐なですね、黄色い幸せの話で

すよね。そういうことでそういう名がついたのかわかりませんけど、私は非常にこの花が、あさぎり町にあ

るということは非常にやっぱり意義あることだと思っておりますので、これ大事に守っていきたいと思って

ますし、私の名刺にもこのリュウキンカの花を現在入れてですね、ＰＲもしているところでございます。 
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◎議長（山口 和幸君）  永井議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  はい。はい。町長が言われるとおり花言葉は、「必ず訪れる幸福」だそうで

すね。で、実はあのこのリュウキンカ自生しているところが免田の久鹿の丸池でありまして、私のですね、

本当の地元であります。また田んぼも、私の田んぼはあのあたり周辺でありますんで、もうなんと言います

かいつも気にかけなくてもですね、いつもどういう状態であるかがわかるようなところにありますんで、そ

ういった点から質問させていただきます。現在ですねあそこを見てもわかるとおり、昔から比べたら相当の

リュウキンカの株がですね減っていると感じております。見られた方はすぐ一目瞭然でですねわかりますね。

ちゃんと管理される方はもう恐らくシルバー人材センターあたりに頼まれてからですね、管理がされている

と思いますけれども、実は今そう生息している株の数が、減っているということに対しましては、現状とし

てどう考えていますかというか、現状としてはどうですか。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、丸池のほうは教育課のほうで管理をさせていただいております。現状と

いうことですけれども、合併後そのままあそこの管理はですね、当時管理されていた方々にお願いをされて

いたということでございます。で、平成１８年からリュウキンカの管理につきましてはシルバー人材のほう

にお願いしていると。議員も御存知のとおりリュウキンカは水が大事ということですねあそこのいわゆる水

がはるところ、特に梅雨春先から、水があそこも湧いてくるんですけれども、水が来るところについては株

も十分、花も出てくるということでございます。ただ、あそこの公園の中のちょっと高台っていいますか、

水が上まで行かないところの部分がありますけれども、そこについてはですね、合併当初、その頃は水をま

いてですね、株を殖やしていただいていたというふうな話を聞いております。ですので、今現在はそこまで

の管理は行っていただいていないということで、水が十分通ってるところについては株は十分花もあるとい

うところで、高台のところとですね、そこについての株が減ってるという状況でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  永井委員。 

○議員（９番 永井 英治君）  はい。免田町史にですね、免田町ですよ。あさぎり町ではありません。昔の

免田町史にですね、このリュウキンカのことが文化遺産といいますか指定文化財にそういった中にですね、

出てきます。リュウキンカの発見から天然記念物指定までということですね。その中にもやはり問題点とし

まして、自生地付近のですね排水路の整備により水位が下がった状態でありますので、株数がどうしてもあ

の増えていかないではなかろうかというようなことがやっぱ書いてあります。それは心配だということです

ね、現在が全くそのとおりの心配されている状況であろうかと思っております。水位が下がって、丸池の中

を見たらわかりますけど、東の部分のほうにですね、少しまだ池みたいなものがありまして、あそこにはあ

の近辺には恐らく株がですね、それでも減っているとは思いますけども、確かに教育課長が把握されており

ますとおり、高い部分とかは全く減っている状態ですよね。またこういう天気が続きますと、あそこは本当

の湿地帯だったんだろうかと思うぐらい、もう水がなくなってますもんね。実際今行ってみますと水がほと

んど流れていないような状況であります。そういった点もですね、例えばたばこの育苗施設との境のところ

に、Ｕ字溝がいけてありますよね。あそこあたりを閉められてですよ、水位を少ない水位でもたまった状態

にしとったらば、ちょっとは違うとも思うんですけどですね、そういったことは把握しておられますか、考

えておられますか。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、私も現地のほうを何回かこう足を運んでおりますけれども、昨年も春先

花が咲く前ですね、今の時期は確かに水がなくて、非常にこう心配した時期もございました。ただ、４月花

がつく頃からその後その後につきましては、いわゆる湧水、水がですね出てくるような状況になりまして、
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あそこの中の水も増えてくるというふうな状況でした。ですので、確かに水がないというのは心配ではござ

いましたが、その点で植物に詳しい方にもちょっとお話をお聞きしましたけれども、確かに水は大事だけれ

ども、いわゆる土の部分であっても、その土の部分が水に浸された状態であれば、十分生育はしていきます

というふうなお話も聞いたところでございます。ただ、全体的に水が少ないという部分については、何らか

の対策が必要になってくるということをですね、そういった方々へ植物に詳しい方々にもお話を聞きながら、

管理に努めていければというふうに考えます。 

◎議長（山口 和幸君）  永井議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  はい。方法はですねいくらでもあると思います。あそこ自体が湿地帯ですけ

ども、横には大きな川が久鹿川とかいいますけども、ああいった川も流れてますんで、ああいったとこもや

ろうと思えば水が取り入れられる可能性なんてたくさんありますから、そういったこともですね考えられて、

とにかく自生の南限と言われておるこのリュウキンカをですね保護していくためには、いろいろな方策はと

っていってほしいと思っております。私はこの件で質問しようと思ってですね、本当免田町史を読みました

らば、私たちは地元の人間からしたらですね、あそこは昔はヨシガヤっていうとにかくあの野暮状態だった

です。あそこはもう、子供のころから遊びにも池がありまして、池には遊びに行きよったですよね。それ、

その周りはカヤが茂ってですね、スズメの巣だったです。それを構造改善事業で開発していただきまして、

あれぐらいの池を残していただきましてですね、そしてまたきれいに畜産センターも立ちました。隣にはた

ばこの育苗施設もあります。そして丸池もああいった管理をされてますんで、大変農家としましても、非常

に喜んでおるところでございます。今度はそういったところでリュウキンカの保護という観点からですね、

もうせっかくの自生の南限。そしてまた、何ですかあの町長が言われる「必ず訪れる幸福」。このリュウキ

ンカをですね、保護していただきたいと願っているところでございます。それからですね、今度そう言った

ところで、あそこを今から４月５月にこのリュウキンカというのが例えばテレビであったり例えば新聞であ

ったり、そういったところで報道されますと、よく見にこられる方がおられます。たまにはですねタクシー

でこられて、タクシーの運転手さんもですね、たまにはリュウキンカはどこあっとですかと尋ねられること

が、これ本当ですよ。農家があのあたりで仕事しよってですね、なぜわからないか、看板があってもわから

ないような看板です。案内の看板は途中途中にあります。しかしながらですね、入ってくる畜産センターの

入り口、あそこあたりの看板もですね、免田町時代のあれは看板でございまして、今行ってみたらですね、

言えば干からびております。もう倒れかかっとっです。それも二つぐらいあの看板があっとですよね。町指

定天然記念物とかいう看板ともう一つ大きな看板がですね。こういったともですね、やはりせっかくの見に

こられる人その多くはないですけどもですね、最低限のこととして、看板あたりはそんなあの予算要らない

と思います。建て替えといいますか、塗り替えといいますか。そういったことはきちんとしていただきたい

と思っておりますけどもいかがですか。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、ありがとうございます。早速、現地を確認させていただいて、できるよ

うにしたいと思います。それから、先ほどありました水の取りところもですね、私もあの現地確認して水を

入れるんであればそういった川のところからも、できるんじゃないかなというふうには考えておりますので

その辺も検討していきたいと思っております。ありがとうございます。 

◎議長（山口 和幸君）  永井議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  はい。そういったですね、もう一つ忘れました。畜産センターの入り口の看

板がありましたらば、矢印でもつけられて、こっからあの２００メートルぐらいとかそういった丁寧な説明

もですねお願いしたいと思います。あそこまで来てわからない人が結構おられますんで、ですね。はい、よ
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ろしくお願いします。そしてまたリュウキンカの丸池の入り口もそうであります。いろいろな説明書きがあ

りますね。丸池にはこういったのが、何々草が生えてますよとか、いろいろな蟹、ザリガニもおりますとか、

そういった看板もありますんで、そういったところもですね、ぜひ年から年中こられる、見にこられる方は

おられませんけども、少なくとも４月５月は町外からの方たちもこられる所でございますんでですね、よろ

しくお願いしたいと思います。それからですね、もう一つ気にかかっておりますのが、免田町の時代にはあ

の中をこう散策する何といいますか板といいますか、そういう橋みたいなのがずっとかかっておりましたよ

ね。中を見学できるようなコースをですね。ああいったのが今は壊れまして、危険によりまして立ち入るこ

とが立ち入ることができませんよという看板を立てられてもう数年たつと思います。ああいった所の今後は

どうされるかお尋ねをいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい。確かに公園内の観覧用のですね、施設が腐れたことによっての朽ちてし

ていった部分がございました。私もいろんな方にお話を聞いたときにですね、できれば人は余り公園には入

れたくないっていう方の意見もございました。ただ、そういった方ばっかりではないっていうことも承知し

ております。ですので、今は公園内のその施設朽ちたところを、撤去している段階ではございます。で、い

ろんな方の御意見を聞きながらですね、その辺の散策できる部分の整備というものを考えていきたいという

ふうに考えます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  永井議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  はい。余りにも、予算がもしもかかったらですね、相当な予算だろうと思い

ます。そういったところは、私も壊れてるから全部直してくださいというようなことは申し上げるつもりは

ありません。それから、今課長が言われたように、中を通ることによってですね、やっぱり水がもう少なく

なりましたもんで、子供さん方とかもうポーンと降りたり、さるっとですよ。だからですね、すべてそれが

中を通していく散策道路があることが、いいと私も本当は思っておりません。もうなくすならなくすで、途

中まで行けますよと言うなら途中までぐらいのそういった施設といいますか、そういった道路をですね修理

するとか、そういったすべて直すというようなことではなくて、自然に即したような、見学できるような施

設をですね考えてほしいと思っております。最後でありますけども、管理自体はですね、私はよくされとっ

と思っております。周りから見ても草がどんどん生えたということも、周りですよ。中に草が生ゆっとは当

たり前ですよね。周りもですね、ちゃんと草もよく刈ってありますし、私がよくよそでいうような除草剤使

いなさいということは絶対ああいう所では言えませんし、そういった管理はですね、ちゃんと教育委員会の

ほうで管理はされていると感謝をして、そしておりますけれども、今度はその保護の点からはですね、もっ

と株を殖やすような施策、方策を先ほどから言いましたように考えて、そして今度は看板とかですね、ちゃ

んと訪れる人がそれこそ幸せになるような見てですね。そしてまた、よく見えるようなことを考えていって

ほしいと思っております。はい。リュウキンカの質問はこれで終わります。次に、２番の農業振興について

であります。町長の施政方針の中にですね、農業の振興の一つに、集落営農の法人化ということをうたって

あります。その中にこの法人化に向けてはですね、もう私だけじゃなくて、この議員の議会でも数名の方が

たびたび質問されることであります。しかしながら、今年のほうの施政方針の中に、言葉で一歩踏み込んだ

取り組みっていうことが書いてあります。一歩踏み込んだ取り組み、はどういうお考えであるのかお尋ねい

たします。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  詳しいところはですね、もう少し担当課長が説明申し上げますけど、集落営農の件

ですけどね。本当に何度もこの議場でも議論、意見交換もしたと思いますけれども、なかなか実現をしてお
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りません。前回のときも、確かやっぱりこれを行うには、いかにその自分の農家経営を超えて、全体を引っ

張っていただけるリーダーがおられるかどうかが勝負だということも話した経緯があると思うんですよね。

しかしながらですね、そういうことばっかり言っていても、本当にこう前に進みませんので、だったら、も

う少しよりこの集落営農を進める方法はあるんじゃないかということで、やっぱりそういったことをですね、

定期的にこの検討して進めていくモデル地区をですね、２つでも３つでもお願いしてやってみたらどうかと

いうふうなことを今回やってみようということであります。いずれにしても今どんどんとですね、兼業農家

中心に、農家戸数が減っていってますのでですね、やっぱそれに伴って、そういったところの、この耕作地

をですね、個々の農家が引き受けてふやすには限界があるというふうに思っております。ですから、そうい

ったことで農地の有効利用をするためにはですね、やっぱりこの集落営農的な機能が必要と思っております

ので、今言いました組織化についてですね、もう少し担当課長の方からですね、説明をさせたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  永井議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  はい。今、そうであります。今、町長の方から農地という言葉が出ましたん

で、確かにですね農家戸数が減っていく。将来的にもですね、まだまだうちはまだまだ大丈夫。うちていう

かあさぎり町はですね、まだまだ担い手農家さんもしっかりした農家さんも多いところでございますので、

今のところまだまだ大丈夫かなと思っておりますけども、実際は中山間の山間部のほうはですね、もうそう

いった状態にはなっていると思っております。そういったところで農地を守るという農地集積、そういった

ところのメリットがですねこの法人化することによって、農地中間管理事業でありますけども、どういった

ところがメリットがあるのかがわかっているようでわからないとこがありますんで、そこのところを一つ聞

きたいと思います。農業委員会いいですか。 

◎議長（山口 和幸君）  農業委員会事務局長。 

●農業委員会事務局長（大林 弘幸君）  はい、農業委員会といたしましては、平成３０年度から新しい農業

委員体制になる予定で今進めておるところでございます。その中で、人農地プランにおける地域における話

し合いとか、そういった会合に農業委員は、これまで任意であったのが義務となって必ず出席するになって

おります。当然その中でも、集落営農組織の法人化に向けた話し合いとかも入ってくるわけですけども、農

業委員会としての方向性としましては、本格的に農地中間管理事業に取り組みながら進めていくわけですけ

ども、あさぎり町は農地の集積が進んでおりますが、集約はほとんど進んでない状況にあります。そういっ

たところをですねポイントとしながら、これを解決していかないとなかなか農地の管理状況がよくならない

というような状況がありますんで、そのあたりは十分に集落営農組織と話をしながらですね、特に法人化を

予定されておるところもありますので、そういったところに重点的に一つずつその農地の集約ができるよう

な取り組みをしていくように、農業委員としては考えております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい。農地の集積関係なんですけれども、法人化をされている地域とし

ましてはですね、そういったあの集積の協力金関係がありますけど、そういったものを法人化の資金源とし

てですね、その取り組みの中で、やっているという地域もございます。だからそういった、入り作関係がで

すね、法人の中にあればまた変わってはくるんですけれども、そういったものがまだ少ないような状況であ

りますと、次に集落内で集積をして集約まですれば、非常に農業効率も上がりますので、そういったところ

の地域をですねまずは重点的に法人化を進められればどれどうだろうかというところで現在考えているとこ

ろでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  永井議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  はい。理想はそうですよね。もう農地集積もできれば本当に素晴らしいと思
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います。しかしながら現実的には、今農振課長が言われましたとおり、入り作、そして今度はこちらからい

わば出策ですね、そういったのが本当に入り混じっておりまして、なかなかそういう私が言ったように、担

い手というのが、あさぎり町はですね、どこも恐らく集落営農組合の中にもちゃんとした担い手の方がおら

れると思っております。そういったことが法人化に対する何といいますか、意識の少なさといいますか、そ

ういったところが実際の集落営農の組合の中にあるんだろうと思っております。そういったところが先ほど

話し合いという地域の話し合いと言われましたかね、そういったところでいろいろな説明をしながら法人の

メリットを法人化のメリット、メリットばっかり言ったらだめですよね。たまにはデメリットも知ってもら

って、先に法人化どこかがやってもらえばなと、私たちも先進的にあさぎり町の中で一つでもいいからとい

うことを思っております。いろいろな意見はあります。町を一つにとか町をいくつかに分けて法人化をして、

そこに農地を出してとか、そういったいろいろなやり方はあると思いますけれども、課長にお尋ねします。

この本当に一歩踏み込んだ取り組みですね、農業支援センターの中にもそういったことを考えているという

ようなことで平成３０年度の目標にしておられますけども、そういったところ具体的なところは、どのよう

になっておりますか。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい。平成２８年には議員さん方々からですねいろいろ意見をいただき

まして、２９年度から、農業法人から検討委員会を設立しまして、現在に至っておりますけど、その中では、

法人化の方法をですね町全体を一本化したほうがいいのか、それとも、地域への集落営農生産組合のほうで

ですね、一つ一つ当たって法人化を進めていったほうがいいかということで検討をしたところです。その中

ではやはり地域からまずは法人化を進めていったほうがいいんではないかということがありました。そうい

ったところがだんだん話があって、まとまっていきますと、最終的にはやはり町を一本化していったほうが

先々ではですねできればということでそこにはやはり、農業支援センターも絡んできますので、その辺で一

本化ができないかというところも考えたところです。で、昨年の９月ぐらいにですね、そういった一歩踏み

込んだというようなところがありますけど、検討委員会の中から数名選抜しまして、機動班というようなで

すね、仮称ですけど、そういった組織を編成しまして、重点地区を五つほど、設けましてですね、集落営農

組織環境ですね、代表者の方々とか会議も行ったところです。その後に１１月に大分県の先進地のほうに視

察に行ったところなんですけど、そこで、その重点地区とまた違ったところの代表者の方からですね、非常

にその研修の内容を聞いて、もうできればうちもやってみたいということで手を挙げていただきました。そ

の後、やはりあの機動班のほうとも検討を行いまして、最近多良木のほうの法人設立されているところに研

修も行っております。そこが手を挙げられた関係はですね、やはりできる方から法人化を進めたいというこ

とで、そこの地域で大きな農家もいらっしゃいますけど、やはりできる農家の方々が集まってまずは法人化

をしたいと。いうことで、それにその説明をですね先進地で聞かれて、じゃあ私たちもやってみようという

ことで手を挙げられたのがその内容であります。そういった重点地区とその地区、もう一つの地区とですね、

今後話を進めながら地域に入って、より詳細な事業計画や、年次計画を策定していきたいというふうに思っ

ております。 

◎議長（山口 和幸君）  永井議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  はい。課長、本当の質問ですけども、今の話の中で集落営農組合の構成員を

全部じゃなくして、やれるという手を挙げられた方だけっていうことですか。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい。まずは組織全体っていうことになりますとやはりいろいろ意見は

あると思います。様々なですね、そういったことで最初にやりたいということで手を挙げられる方、農家の
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方でも何名かいらっしゃると思いますけど、あとは手を挙げられなかった、まだ早いんじゃないかとかいう

農家の方もいらっしゃいますので、そういった方につきましては、何らそのあとに加入されても拒むことは

ないということで、大分県のほうではですね、されておりますので、そういうふうにして段々加入者を増や

していくという、法人組織を大きくしていくというようなやり方をしていきたいということだったと思いま

す。 

◎議長（山口 和幸君）  永井議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  はい。もう大体課長とは普段からそういう話をしておりますんで、大体どの

あたりというのは予想がつきますけども。そういったことでですね、それこそ先ほど言われました近くに多

良木のこういう組織があります。ああいったところを先進的な事例としまして、そしてまたぜひそういった

その組織全体じゃなくしてでもいいですから、とにかく法人化ができるような集落営農組合がありましたら

ば、そういったところでですね、ぜひ重点的に指導といいますか話し合いをされて、法人組織として立ち上

げられるように、私たちも念願をしております。そういったところから、今度は他の地区もですね、それぞ

れ自分でやりたいよというような担い手の方もそれこそ多いところがありますけども、やはり近くにそうい

った先進事例がありますと、またそれは考えが変わりまして、いろいろな担い手の中でも、法人の中に入っ

て頑張ったほうがいいとかもしれないというような考えが芽生えてくると思いますんで、ぜひですねそうい

った前向きな取り組みをお願いをしたいと思っております。しかしながら、あるところの組織、あるところ

の法人の方たちの話を先進的な話を聞きましたらば、現在はいろいろな機械を買うにしろ何にしろ農地集積

にしろですね、国からの補助があると。そういったことをポンと先に言われるようなところがあります。し

かし私はそこにはですね、非常に疑問を感じております。それが目的で法人化したらば、にっちもさっちも

いかんごとなるよと、あとはですね、幾つも法人が出てそういったのを目標目的にして法人化されますと、

大きな間違いになるんではないかなと。そういったところ私は感じておりますんで、そういったところです

ね、何といいますか、ぜひそのいろいろな話し合いのなか、いろいろな指導の中に頭に置いていっていただ

いて、自立できる法人組織として立ち上げていただきますようにとお願いをするところでございます。今の

その補助金の云々というところで、課長何かありますか。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい。やはり法人化とかをですね目指されて、やはり補助金ていうのは

やはり農家の方々持っていらっしゃるところもあります。ただやはり法人組織として、登記をしましてです

ね、あとはもう自分たちでやっていくんだというところもあるもんですから、また自分たちで資金を借りな

がら、やはり農業経営をうまくやっていくということで進めていらっしゃるところもあります。で、農家の

方々だけがそういった法人化してですねその地域がどうなのかということになりますと、やはりまとまるも

のもまとまらないというところもありますので、地域の方々、いろいろな住民の方々もそこに住んでおられ

ますので、そういった方々も巻き込みながらですね、先々では法人組織がその地域に根差すっていうような

ことまでできるような法人組織となってほしいということはこちらの願いですので、その方向で進めさせて

いただきたいと思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  永井議員。 

○議員（９番 永井 英治君）  はい。大変そういう話、素晴らしい話だと思います。そういったところでで

すね、ぜひ法人化に向けた一歩踏み込んだ取り組みをですね、お願いをして私の一般質問を終わります。そ

してつけ加えて、次小見田議員が、私の大先輩で法人化には大変詳しい方でございますので、次、続けて質

問されますのでよろしくお願いします。これで私の一般質問を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  これで、９番、永井英治議員の一般質問を終わります。ここで永井議員の質問事項
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について、小見田議員から類似の質問が提出されておりますので、小見田議員の発言を許可します。１１番、

小見田和行議員。小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  はい。１１番、小見田でございます。今、同僚の永井議員からですね、

集落営農の法人化に向けまして、私が聞く必要もないぐらいに大体の要約したところを質問していただきま

した。重複することがありますけど、できるだけそれを避けて質問させていただきたいと思っております。

今の課長のですね答弁等聞きましたときに、施政方針にもございますとおり、各地区に重点組織を選定して

モデル的にそこを法人化ということで支援をしたいという趣旨が施政方針にも盛ってあると思いました。私

が１２月にこの件、これは集落活動センターに関しての質問したときにですね、集落営農も入ってるもんで

すから、そのときの答弁としましては、あさぎり町の農家はまだ優良な農家が多くて、差し迫ったその認識

がないので、農家の意向を聞くことから始めるという答弁を１２月にいただいたばかりの中においてこの施

政方針がまたちょっと逆行しているなと。またモデルを作ってというのは、前々からの方針でございました

ので、この中にあります一歩踏み込んだ取り組みを行いますというところに期待はするわけなんですけど、

さっきも永井議員がおっしゃってましたように、まだまだ我々の近く周りをみてもですね、そういうことし

は執行部が御理解いただいているようにさしせまった緊迫感はないと思います。だけど構成人員をですね、

よくかんがみたときに平均年齢は６０超えてるし、もう３０代の農家ってあんまりないんですよね。４０代

以降、もう６０代以上がほとんどでやってますので、いずれ１０年後にはかなりの何か体制がかなり変わっ

てくるというのはもうみんなわかってはいるんですけど、差し迫った緊迫感はない。やはりさっきから課長

も申されておりますけど、できるところに手を挙げていただいてそこをモデルにしてやってみようかという

ふうな感じには、私は受けとめるわけなんですよ。だけどその果たして１０年後に、あさぎり町全体の農地

農業者をどのように発展することを考えるのならですよ、そういう時点ではもうなかろうと自分は思ってま

す。やはりあさぎり町のモデル地区をとかじゃなくて全体をカバーする、何らかの組織に対する構想は、も

う備えるべきと思ってるんですよね。だからそのために、ただのモデル地区つくってというおっしゃいます

けど、この法人を設立するに当たって、今の委員会をつくってですね、協議をいただいておりますけど、や

はり私の地区も多分そのモデル地区に指定されているものと思いますけど、その法人化をするに至るまでの

手順といいますか本当にあの構成員等もさっきおっしゃった法人のメリットデメリットも税制上のメリット

デメリット等もいろいろありますので、そこを何回も話し合いを重ねていかないと、地域の話し合い、人農

地プランのですねあの時にちょっとぐらいでは、なかなか内容を本当にわからない人たちがほとんどあると

思うんですよ。だから、本当にそれに対するリスクもかなりあるもんとは覚悟してですね、参加していただ

くという、やっぱりその覚悟がないといいことばかりやっててもですよ、もう先進事例が全国事例がですね、

もう我々も研修に行きました長野にありましたけども、あそこももう２回ほどもその集落営農組織が組み替

えされてましたよね。だからそれをやってもまた問題が出てきていると。この前私も申しました集落活動セ

ンターが高知と島根あたりにありますけど、この前新聞見ますときに、その集落活動センターすらも法人化

してなかったもんですから、それで今行き詰まっているというのが新聞でこの前見ました。だからやっぱり

もう高齢化してるもんですから、その場はそれで凌げても５年１０年後は必ず壁にぶち当たります。ただそ

れに向けた対策をちゃんと持ちながら、個別の集落のですよ、モデルをつくってみるのもようございますけ

ど、まずはそれをつくってからっていうのは逆ではなかろうかと。やはりあの大きなあさぎり町のですね、

農業の１０年後ビジョンをどう考えて、法人はこういう形にしようというのを、やはりあの持つべきだと思

いますね。もうこういう言い方は失礼ですけど、行き当たりばったりの政策では、やはりもうまたそれを集

約して大型化しなければならない。それも全国みんなそういう形で集落自体、個々の集落法人化したところ

はもう合併してますもんね。だからそういう２度手間をかけないためにも、やはりその長スパン、２０年先
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と言いませんけども、５年１０年ぐらいのスパンでですね、やはりもう練っといて、それでモデルつくって

やるという考えならばいいのかもしれませんけど、法人化をということでできやすいとこつくってみようか

というのはいかがなもんかと私は思いますけど町長いかがお考えですか。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  はい。大事な視点だろうと思って聞いてました。おっしゃるとおりですね先行的に

やってみようという方がですね今、元気でやっていらっしゃって、その形が１０年後もそういう気持ちで継

続できるものかどうかっていうことを見た時にですね、意欲だけで、意欲っていいますかね、だけじゃとて

もとてもこれやれないですよね。やっぱりしっかりとした組織が構築されないとできませんので、今言われ

ました１０年後を見据えてどうするかと１０年でも１５年でもいいんですけどね。これは大事な視点だろう

と思います。そうなってくるとですねじゃあ、ここがまた広がっていくとじゃあ、このあさぎり町だけなの

と、それはとなりますよね。いわゆる、この地域農業のやっぱり今後、グローバル化を含めてですよ。どう

いうふうに私たちのあさぎり町で、あるいは球磨郡でやっていくのかっていうところにつながってくるんで

すね、これやり出しますとですね。非常にこういつも堂々めぐりしてますよ。ここは。全体でやらないかん。

でも個別でもねやらないかん。じゃどうしようかというとこで正直言ってそういう堂々めぐり部分にあるの

かなと思います。いずれにしてもですね、今言われたことは非常に大事なポイントですので、先ほど担当課

長が申し上げましたように、やってみようという意欲は十分受けとめながらですね、やっぱり今小見田議員

が言われました今後全体的に、郡球磨郡全体だろうと思うんですけど、それちょっと置いとっとですね、ま

ずあさぎり町で、中でもいいんじゃないかとこういうふうな考え方で、郡市をにらみながらですねやるとい

う、そこの論点はおっしゃるとおりにしっかりとですね、やっぱり行いまして、この地域でどういう農産物

をその他の地域に比べて、有力な産地間競争に太刀打ちできるものは何かという視点でですね、いくでしょ

うね。そういった農地をそう生かしながら、集約しているということでしょうから、ただ集約してあいた土

地をとりあえず国の補助金を使って、耕作放棄地にしない。そういう意味じゃそういうことではですね、だ

めだと思います。今の小見田議員のそういったですね、１０年１５年見据えて個別の動きはどう動くか、こ

このところはしっかりとですね、やっぱり頭に入れて取り組むべきだろうと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  そういう考えわかりました。要するに今の個別で動くという場合もです

よ個別で法人化をする前の段取り手順もですね、人農地プランで話し合ってその機動班ではいろいろ検討さ

れて、いろんな研修もなされてますけど、こういうことです。やはりあの全員の農家にアンケートあたりを

とって法人化に対する意向調査あたりを全然まだなされてはいないわけなんですよね。あるいはそこ辺を踏

まえて、アンケートを一応集計したり、そのアンケートをもとにいろいろ地図にですね図表化してみたり、

それをまたみんなに見せて集落のビジョンを作成するという手順をやっぱりつくって、それから理解を得る

というふうなことも、その個別のそのどこかモデル地区をつくる場合もですね。それが必要だと思うんです

けど、まだそういうのは我々私も農家なんですけど、まだその全員に対するアンケートすらないと思うんで

すよ。だから、やはりそれは運営委員会のメンバーの方々だけでまず今の内部のことなんでしょうけど、や

はりそこに動かない限りは、まだ法人化という言葉なんだろうかという、特に高齢化の農家の方に関しては

もうそういうことにも余り理解はなかなかできにくいところがあるもんですから、そこ辺のやっぱり手順と

いうのは今後どのようにされるつもりですか。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい、ただいまの法人化に向けたアンケート関係ですね。につきまして

は、今年度に人農地プランの見直しを行っておりますけれども、その中で若干、法人化につきましても触れ
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させていただいております。その中で、アンケートにですね、法人化に対してどう思われるかというところ

で、分析を詳細に分析はちょっとまだ出てませんけど、法人、８００名ほどの農家から今、アンケートいた

だいております。その中で、法人化が必要だというふうに考えておられる。これは農家の方があっただけな

んですけど、２０％ほどが法人化は必要だろうと。１３％の方が必要じゃないというところですね。その１

３％なんかには大きな農家の方々がほとんどいらっしゃるということであります。それからわからないとい

う農家の方が６５％とですね、非常に多いもんですから、やはりあの法人組織っていう認識ですね、その辺

もまだ深まってないというふうにこちらは感じているところです。だからそういった、地域の話し合いもや

ってるんですけど、どうしてもやはり法人関係のことにつきましては、やはりまだ皆さん億劫がられている

っていうか、うちには関係ないというようなところも、小さい農家の方でもですねいらっしゃるということ

を思っておりますので、他の組織、法人化されたところでもですね、そういった、話し合いがされておりま

すけど、やはり話し合いをするんであれば、手順とその話し合いの手順もいろいろ決めておられて、話し合

いの前に前回決まったことの確認をされ、そしてまた次の話し合いのときには、最後に、また今回決まった

こと話されてということで二重の説明をされながら、法人の組織の取り組みとかもされてますので、そうい

うふうな先の事例などもですね、参考にしながら進められればと思っております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  小見田議員。 

○議員（１１番 小見田 和行君）  推進される地区においてもですね、さっきおっしゃいました加入する人

はしてもいいと。先までちょっと待とうという農家に対しては、いつでも門戸を開いて待とうというような

話でございますけど、それにその判断をするまではですよ、そのエリアの農家に関しましてはよく周知して

メリット・デメリット等のですね説明をした後にそれをやらないと、やっぱりその集約に法人化した組織と

既存の農家との和はですねやっぱり崩れる可能性だってあるもんですから、やはり土地が絡んでですね、や

はりそういうことには十分留意して、今後話し合い等もやっぱり持って、かなりやらないと、その結果は出

せないし、その後のまたアンケートも多分必要だと思うんですよね。そうでないと、皆さんもおっしゃると

おりに、そのメリット・デメリットわからないし負担金の問題もあるかないかもわからない状況でアンケー

トをとってあるんですけど、だからそういうところがやっぱり今後のミスリードにつながる可能性もありま

すんで、それに対して、今後ともそちらの方向で頑張っていただくことを祈念しまして時間の配分がありま

すのでこれで終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  これで１１番、小見田和行議員の類似質問を終わります。これで１０分間休憩いた

します。 

 

休憩 午前１０時５２分 

再開 午前１１時０２分 

 

◎議長（山口 和幸君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。次に１３番、久保田久男議員の一般質問

です。１３番、久保田久男議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  おはようございます。今年の冬がですね、氷点下が１カ月以上続くとい

う寒い冬だったわけですが、我が家もですが施設園芸農家におかれては、本当にあの燃料代が上がってると

心配してるとこであります。そのような中で先般行われましたお隣、韓国のピョンチャンオリンピックでは

日本代表が大活躍しまして、本当に感動と夢を与えていただきました。私はやっぱ年を重ねてきますとやっ

ぱり涙腺がゆるんでですね感激すると涙もろくなりまして、最近は何かドラマ見ていても涙が出てくるとい

うような年になりました。それはさておきまして、今回は２番バッターということで一般質問をさせていた



- 187 - 

だきます。この利水事業につきましては、これまで平成１９年、平成２２年、２６年、昨年２８年度は４回

の一般質問等で取り上げてまいりました。国が川辺川ダム建設計画が発表されたのは１９６６年、昭和４１

年、今から５２年前です。私が中学２年生ですね。当時、中球磨構造改善事業の真っ盛り、その後治水ダム

から多目的ダム計画となり、農水省が利水事業計画を決定したのが１９８４年、昭和５９年、３４年前でし

た。１回目の計画変更同意取得で裁判となり、国が敗訴、２００９年、平成２１年民主党政権下でダム計画

が中止され、２０１４年、平成２６年、今回の計画変更が発表され、昨年同意取得が開始され、本年３月確

定されました。ようやく事業再開となり、休止状態だった同事業が動き出すことになりました。しかし、初

期の目的は達成できないままでの長期の休止の中、事業を取り巻く環境は大きく変化し、球磨川以北須恵深

田地域の活性化への影響は大きいと思います。もし、当初の計画どおり実現していたならば、球磨盆地にお

ける球磨川以北地域はどう変わっていただろうかと思いが出るときがあります。実に３世代にまたがる年月

を取り戻すことは今さらできませんが、今後どう進めるべきか考える時期にようやく来たのではないかと考

えます。まず、町長の思い考えを伺いたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  はい、この川辺川の利水につきましては、何度か質問を受けてますので、その思い

も前にも話したことがありますけども、昭和４１年ですよね。昭和４１年、私が大学に行った年ですよ。確

かね。いずれにしても、大学生の頃だったと思うんですけど、私の親父がですね、家のところから道の方に

出ましてですね、前に話したとおり、北嶽山という山がありますけど、川辺川の上にですね、北嶽ですね。

あそこの方指さしまして、その下のほうに、あの辺からこの川辺川のダムの水がこっちに来るんだぞという

話を指差して言ったことは今でも鮮明に覚えてます。多分今造成されてる鍋山のですね、取水場が今造成さ

れてますけど、あの辺だったと思ってるんですよね。そこの場所に言って見て感慨ひとしおということであ

りました。お互いに過去に思いをふけっててもしようがないんで、いずれにしてもですね、今回、いろんな

紆余曲折があって、いずれにしても、このままでは利水がどっちもいかないとどうにもいかないということ

から、計画変更へと大きくかじを切って、そしてこの３月に、その決意が農水省ではなされたということで

ありますので、私たち６市町村長といたしましてはですね、やはりそこに翻弄された農家の皆さんたちのし

っかりとその思いを受けとめてですねこれから、今から進んでいく新たな取り組み、必要な分だけ水を供給

し、これから３年間ですね、いろいろな要望が出てますので、そこをまずは一定規模に整備していくという

ことでありますので、しっかりとそういったところをですね、進めていきたいと考えているところでござい

ます。 

◎議長（山口 和幸君）  久保田議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  上地区には清願寺ダムがありまして、南部の上地区の南部の農地を潤し

てるわけですが、もし、農水省の国の計画、新聞紙上にも書かれて記載されておりますが、大風呂敷を広げ

たその計画だったということですが、これはこれが、例えばもう身の丈にあったその水源を確保しての事業

であったなら、ひょっとしたら実現できたのかなという思いも、私は思っております。それで現在のですね

対象団地、須恵の阿蘇、諏訪それから湯ノ原、深田地区の加茂、荒平、西の迫団地、この団地の現況という

のを伺いたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい、ただいまの五つの団地の現況につきましては、面積はちょっと省

かせていただきますけれども、阿蘇、諏訪、湯ノ原、加茂団地につきましては、飼料作物や果樹、水稲、薬

草などが作付されているような状況にあります。また、荒新、平和、西の迫団地につきましては、農地すべ

てにおいて、飼料作物が作付をされているというような状況であります。 
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◎議長（山口 和幸君）  久保田議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  私は先日ちょっと上がってきました。全部の団地には行きませんでした

が、今課長のほうから説明ありましたとおりほとんど飼料作と言いますか、結局水に頼らないもう作物をと

いうことで、現実農家の選択として、そうなってきたんだろうと思うんですが、これこういう有休農地なん

かはどうなんでしょうか。これ農業委員会のほうでわかりますか。 

◎議長（山口 和幸君）  農業委員会事務局長。 

●農業委員会事務局長（大林 弘幸君）  はい、農業委員会ではですね昨年の８月と１１月に農地利用状況調

査と農地パトロールを行っております。その中で、今言われました川辺川造成団地内の遊休農地の状況につ

きまして、説明いたします。まずは阿蘇諏訪団地が畑地面積１４.８８ヘクタールに対しまして、農業委員

会で確認しておりますのは０.２９ヘクタールありました。湯の原団地が１９.９ヘクタールに対しまして１.

８４ヘクタール確認しております。加茂団地の１２．１７ヘクタールと荒平の２.４６ヘクタールの団地に

つきましては、確認しておりません。なしということです。西の迫地区が５.６１ヘクタールに対しまして、

１.４８ヘクタール、これは多少荒れてるぐらいなので手入れをすればすぐなくなるできるような状態であ

りますんで、一応確認してるのは１.４８ヘクタールです。で、全体的に５５.０２ヘクタールの総計面積に

対しまして、一応確認できてるのが３.６１ヘクタールの放棄地率にいたしますと、６.５６％となっており

ます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  久保田議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  ６.５６って言いますかね。％の遊休農地があるという今現状であると

いうことでございました。今後の事業内容等はどうなっているんでしょうか。もう提示されてるんですかね。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい、今後事業の予定としましては、新たに、水が欲しい地区団地です

ね、先ほど言われました阿蘇諏訪団地、湯ノ原団地、加茂団地につきましては、今後井戸の掘削を行い、ポ

ンプまた、ファームポンドの設置を行います。現在設置している配水管を使用して水手当てを行うこととし

ておりますけれども、水手当ての具体的な計画につきましては、今後は地元の方々の説明会を行いまして、

地元と調整を行った上で、実施設計を行うような予定となっております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  久保田議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  これ事業負担というのは、これはもちろん国がすべてやるということで

すかね。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい。ただいま申し上げた件につきましては、国県で負担するというこ

とで話を聞いているところでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  久保田議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  次にですね、今後事業が展開されて事業が終わった後、工事分担金の償

還というのが、出てくるわけですが、ここについては受益農家の分担金、あるいは償還期間についてちょっ

と説明をお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい、償還関係の件ですけど、造成農地造成を行いました地域につきま

しては、年間で１０アール当たり６,０００円となります。償還は１５年間で据え置きが３年となります。

区画整理につきましては、年間５,０００円、約５,０００円で１０アール当たり５,０００円。１５年の償

還となっております。償還は水手当ての事業などが事業完了した後の翌年度から開始されるということにな
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りますので、今後、４年から５年かけてそういった工事が行われますので、その後から償還ということで、

償還が終わるのが２０年先の約２０年先というような状況になるかと思っております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  久保田議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  償還が終わるの２０年先ということでありましたが、先般この川辺川利

水事業の推進協議会というのが行われたと聞いておりますが、この中でいろいろ役員の方の声が出たと思う

んですけど、これについてどのような声が出たのか。おしえていただければと思いますが。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい。今後その工事が完了した後の土地改良区となると思いますけれど

も、そういったところでの土地改良区費を支払うこと関係とか、償還をする場合にですね、一括償還という

こともありますけれども、そういった部分での利子の支払い関係、をどういうふうに考えておられるかとい

うことで質問をいただいたところでもあります。また湯ノ原団地につきましては、調査結果からですね、必

要水量は出る見込みということで、水源の現在水源の調査中ですけれども、そういったところのボーリング

の調査の結果とかも問い合わせておられますけど、他いろいろ苦策を今後していきますので、わかり次第、

報告するというようなことをしているということも、その時に話をしております。それから、団地関係の補

修の要望関係も、その時にいただいております。また、そこに作付けられる作物ですね、栗、果樹関係につ

いての支援とか、につきましても、話があっているようでございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  久保田議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  いよいよあの工事が終えて分担金の償還が始まる中でですね、もう本当

に世代が変わり、受益者が受益者といいますか要するに土地の所有者が本当にあのこの分担金を償還できる

のか。もう本当に所有者におかれてはもうそれこそ、国が買ってもらえるならもう国に買っていただきたい

という声まで聞くわけですが、これまで農政局の説明を聞く中で、やっぱり工事費の負担等を軽減してきた

とよく言われておられたわけですが、これを安くなったから低くなったから安いと思うのか、いやそれでも

払い切れない農家がいるというのも現実なんですよね。所有者受け入れ等の現実。本当に所有者の中で、も

うそれこそ病気になって生活保護世帯になっておるというところもありますし、もうとてもその管理はでき

ないという状況の中で、どこからか、その分担金の償還に充てなければならないわけですよね。そういう農

家が出てきてるのも現実であります。つまり、これだけ長い年月がかかり過ぎて結果が、こうなってきてる

んじゃないかと私は思います。その中で県営の畑地緊急総合整備事業というのが国営の事業の後に行われて、

分担金これはもうおえてその分だけの徴収が平成１８年から始まったと記憶してるわけですが、この期限と

いうのはいつまでだったですかね、課長わかります。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  期限まではちょっと把握しておりません。 

◎議長（山口 和幸君）  久保田議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  確か私の記憶では、５年だったと思うんですよ。これ短かったと思うん

ですよ。もう平成１８年、もう１０年以上超してますよね。その中でまだ分担金の償還が終わってない農家

かがあるというのを聞いておりますが事実ですか。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい、当初予算のほうでも御説明したようにですね、４名の方から、現

在分割で償還金をいただいているというような状況でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  久保田議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  そういう状況の中で今後、この国営事業の分担金の償還が始まる中で、
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結局２０年先までという話、新聞記事に先般の人吉新聞やったですかね。１００歳まで払わんばんとやろか

という農家の声があっております。それこそ一括償還でもですね、できる方はいいんでしょうけど、もう本

当に先を心配するところであります。それでですね、次にいきたいと思いますが、町としてですねこの造成

した農地で今多分各構成町村でも、飼料作物がほとんど中心で、あと果樹とかがあるだけでですね、その中

で、結局飼料作というのは、多分畜産農家へ貸し付けて飼料作が作付られるという状況の中、その畑地をど

れぐらいの借地料で賃貸契約を結ばれているのかそれわかりませんが、多分ですね今ＷＣＳの関係で畑地は

ですね、もうただ同然っていいますか、荒らさないようにしてくれというそのような中で、収入のない状況

の中で償還していかなければならないというのが始まるわけです。それで、少しでもですね今、せっかく整

備された国費を投じて整備された農地からですね、何とかその生産できる作物をということで、今後の町と

してのですね振興策もどのように考えておるのか、そしてまた須恵団地においてはなし農家が、多分私の記

憶では１２戸ぐらいあったと思うんですよ。それがもう半数以下に減っております。これはその原因がどう

なんなのかというのがわかりませんが、技術的なことなのかその生産が低かったから、低いということはや

っぱ多分技術的なことだろうと思うんですが、そこら辺が原因だろうと思うんですけど、町としてはそこら

辺はどうとらえているのか、そしてその町として今後の振興作物を考えておられるのか伺いたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい。現在、町が振興しております作物につきましては、２年ほど前か

ら行っております栗の作付の振興であります。また、川辺川地区営農支援プロジェクトチームというような

会議も、現在数年前から実施されておりまして、そういったところで昨年の１０月に、この営農支援の会が

行われましたけれども、あさぎり町からはそういった先ほど言いました栗の振興ですね、それと錦町のほう

で実証的なところもされておりましてその報告もありましたが、その中では、里芋、ジャガイモ、タマネギ

といった、水を大量に必要としない作物のことを紹介されました。また関係機関の栽培提案作物ということ

で、別にニンニクですねそれとズッキーニにつきましても、大量の水を要しなく需要もあるというところで、

そういった作物も紹介されております。ズッキーニにつきましては、２月にＪＡのほうでズッキーニの部会

も設立をされたところでですね、今後ますます振興図られると思っているところであります。また梨関係に

つきましてが、そのどうしてその半数ぐらいになったかというところもですね、技術的なところもあるとい

うところで議員のほうからおっしゃられましたけれども、内容につきましては、我々もまだ把握しておりま

せんので、その辺がまた確認はしたいというふうに思っております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  久保田議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  そこでですね、私はやっぱり、もっと国県へ県に対してですね、私は要

望してほしいということがあるわけです。多分今度の事業するのは水の手当ての事業が始まるということで

すが、確かに必要とするところの水はですね、やっぱり手当てしていかないとならないと思うんですが、し

かし必要としている農家にとりましてもですね、今後どんどん農家が減っていく中で、それを維持していか

なければならない。余りにも大きな事業はやってほしくないということなんですよ。後の維持が大変ですの

で。もう水を必要としない農家にとってはもう、多分そのやってもらうその事業そのものがですねどういう

形になるかわかりませんが、あまりもうやって、自分たちが後で負担にかかるような事業であったらもうや

ってほしくないというのが正直な気持ちだろうと思うんですね。ただその中で、あとはもう鳥獣害対策、こ

れにもうかかってくるんだと思うんですよ。今ですね、この須恵深田の団地の中で、ほとんど４団地は、多

面的事業に取り組んでいるということを聞いておりますが、やはりそのこれらの私は前々言っていますとお

り、そのこの地域が中山間の交付金事業には該当しないということで、もう多面的事業でやるしかないとい

うこと中で、そこそこの地域の組織で取り組んでおられるわけですが、ここら辺がですね何とか国に対して
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ですね中山間事業に取り組めるように、その手だてがないものかですね、声を大にしてお願いしたいんです

が、そうしないことには、もう本当にあのイタチごっこになるんですよね。もう限られた農家でこの事業の

取り組みながらやっていく中で、しかも事業費の少ないその事業ですので、そこを何とかやっていただきた

いというちょっとそこは町長、これから県国に対して、強く要望していただくことはできませんでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  今久保田議員からですね、今後国のいろんな工事等々がですね終わってそして３年

後、農家の償還が始まる。いわゆるもう農家にお任せしますよと言う場面になって、またそれ１０年１５年

たったらどうなるかという話ですよね。そういったときに、じゃあどれだけの農家の方が残られるのか。そ

れがまだ半減すれば維持負担は倍になるということも予想されますよね。それから今鳥獣害対策もありまし

た。ここら辺のところはですね、やっぱり私たち町村長もですね大きく、この変化を見届けて、やっぱりし

っかりと国への対応を要望するものが必要があると思います。ここんところはですね、あさぎり町のみなら

ず、周辺のところもですね、市町村も同じということになってきますので、十分に協議してですね、一つ一

つ整理して、将来を見据えた対応の要望等についてはですね、特に国に対してですね、県もそうですけど、

お願いしていきたいと思います。いずれにしてもそういうことをやっていきますけど、今月の末にですね一

つの区切りがついたということで、関係６市町村長集まってですね、農水省に行く予定になっております。

一つの区切りがついたということの報告確認と、あわせて今後の要望なんでね。お願いしにいきますので、

そういったところでもしっかりとですね、今言われたようなことを整理して要望に努めていきたいと思って

おります。 

◎議長（山口 和幸君）  久保田議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  はい。よろしくお願いしたいと思います。そこで先ほど課長からありま

した振興作物ですが、今町が栗の振興をですね、昨年から進められておりますが、栗はですね、これは農協

から資料をいただいたんですが、熊本県は全国１の栗の産地ということだそうで、その中で球磨郡市はです

ね、県下１の面積を持っているそうです。７３７ヘクタール。あさぎり町はまだまだ郡市中では６番目です

かね。約６６ヘクタール。１番多いところで、山江村の人吉の１８０、山江の１５０か。ということで、た

だあのあさぎりの栗の作付地はですね平たん地で、そして平均反収はやっぱ多いそうですよ。よその町村か

らすると。そういうことでできればですね、やっぱりせっかく町またはＪＡも栗の推進をしておりますので、

町とＪＡとやっぱりタイアップしてですね、もっと栗の増反といいますかそれができるような手だてをです

ねぜひやっていただければと思っております。そこら辺はどのようにこれまで町は町、ＪＡはＪＡという取

り組みだったんですが、今後についてお伺いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課課長（甲斐 真也君）  はい、これまで地域創生事業ということで、町独自の取り組みとして、

栗のブランド化っていうふうに進めてまいりましたが、来年、３０年度からですね、ＪＡも栗の振興に取り

組んでおりますので、改植新植事業あたりも非常に進んで取り組んでおられますので、それに一緒になって

ですね、獣害対策はこちらでできますので、そういった栗の苗木につきまして二重補助ができるかどうかま

だはっきりしませんけど、その辺ができるようであれば、その新植の関係と、ＪＡのほうの新植と一緒にあ

わせて、また獣害対策が必要な地域につきましては、防護ネットとかですね、そこはワイヤーメッシュの設

置まで進めていきたいというふうに考えております。そういったところでＪＡのほうとは話は進めていると

ころでありますので、その方向で一緒になって進めていきたいというふうに思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  久保田議員。 

○議員（１３番 久保田 久男君）  その辺はぜひそのように進めていただきたいと思います。明日の関連質
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問もありますので時間の都合上もうこれでやめたいと思うんですが、私はですね、国のこの利水事業、造成

区画整備事業がですね、私は全然メリットがなかったとは思っておりません。やらなかったよりかは特にで

すね、有害鳥獣対策上は、軽減につながっているのではと思っております。といいますのはですね深田須恵

地区において、比較という言葉がいいかわかりませんが、深田地区は有害鳥獣の被害が大きいですよね。そ

して遊休農地が多いんですよ。つまりあの須恵が深田地区からすると、どうしてその少なかというと、やっ

ぱりこの整備した結果だと思うんですよ。そこら辺はですね、やっぱりプラスに考えながら、今後その事業

区域をですね、有効に生かすように頑張っていただきたいと思います。これで私の質問を終わらせていただ

きます。 

◎議長（山口 和幸君）  これで１３番、久保田久男議員の１番目の北部地域における今後の農業振興につい

ては、終わります。２番目のあさぎり町地域活性化交付金については、明日の溝口議員の質問の後に質問を

いたします。次に、３番、加賀山瑞津子議員の一般質問です。加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  はい、３番、加賀山瑞津子です。３.１１東北の震災から月日は経っ

ておりますが、まだまだ傷が癒えていないっていうのを先日テレビで見ました。あさぎり町も３月の１０日

１１日に物産館で東北支援の物産館フェアを行いました。あさぎり町からも職員の派遣があり、その後もず

っと交流が続いているっていうのはありがたいと思います。昨日その東松島のですね、職員さんから派遣し

た職員にありがとうっていうことでメッセージが来ていたのを見まして、何かそのつながりというのが本当

にありがたいなっていうのを感じております。先ほど議長に了解をいただきまして資料の配付をさせていた

だきました。本日は通告に従い質問してまいります。町内文化財の今後の活用、保護、保管、利活用につい

て質問いたします。町内文化財の今後の保管利活用について、あさぎり町内には、古代、鎏金獣帯鏡・免田

式土器、中世、仏像、近代、エンブリー博士資料・掩体壕など、それぞれの時代の文化財が多数残されてお

ります。今までも様々な文化財の保護、保管について幾度となく一般質問も行われてきました。歴史的価値

の高い文化財について、全国各地の大学の先生方にも調査研究にかかわっていただいています。子供たちに

誇れる地域の宝について、きちんと整理し活用すべきものだと考えます。今後の収蔵庫のあり方、そしてエ

ンブリー博士の資料館を須恵に戻してはどうか、提案も含め質問をいたします。町長、結論から言います。

エンブリー博士資料館の整備、須恵文化ホールに充実させましょう、鎏金獣帯鏡を幸福駅で活用しましょう、

と提言して、町長が「はい、やりましょう」とお答えいただきましたら、私の一般質問はすぐに終了すると

思いますので、日程的にいつごろにどれくらいの資料をどういう形でということを含め、執行部と方向性を

共有しながら、進めるためにも質問してまいりたいと思います。町長は歴史的遺産についてどう捉えていら

っしゃいますか。お伺いします。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  はい、歴史的遺産ということで、どう思うかということであります。本当にあさぎ

り町にもですね、様々な重要文化財等もありますし、この歴史的文化財というのは、いわゆるその価値のあ

るものをですね、しっかりと確認をして、やっぱりこれは後世に残すべきものというものは位置づけを明確

にした上で残し、またそれをこの活用してですね、子供たちやその他の、やっぱり見識を広めていいますか

町のこの大事な宝としてですね、認識を持ってもらう取り組みが必要だろうと思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  私今回一般質問にするに当たり、もう一度町民憲章というのを、見直

してみました。５項目ありますが、２項目目にですね歴史と伝統を守り、文化の薫り高いまちづくりに努め

ますと、町の憲章の２番目に出ております。五つございますのでまた皆さんお手持ちの方もあると思います

ので、今日はその書いてある２番だけお伝えしたいと思います。本日はですね、３万年前の深田石から最後
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の資料についておりますが、消防車まで考えますと幅広い歴史になりますので、鎏金獣帯鏡とエンブリー博

士資料館２点に絞りお伺いしていきたいと思います。私は信号機が一基もなかった小さな村に生まれ育ちま

した。小学校から中学校に進むにつれ、テレビで見る都会の華やかさに気おくれすることも多々ありました。

そんなときに、先生から須恵村には昔壮大な平等寺っていうのがあったよ。この地は球磨人吉の中心でもあ

った。また、戦前にエンブリーさんというアメリカの方がこられた際、親しみを込めて受け入れる懐の深い

村民でもあった。須恵はよかとこい。自分のふるさとに誇りばもって、自信ば持って堂々としなさい、とお

話をしていただき、私の心の中にはずっとその火が燃え続けております。小さい頃から地域の文化財に目を

向ける地元を誇りに思えるきっかけにつながることだと思いますが、現在、小学校中学校で地元の歴史文化、

人の学びについて、どういう取り組みがあっているでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  教育長。 

●教育長（中村 富人君）  はい。まず小学校と中学校ということでしたが、小学校のほうには教科と、それ

から教科っていうのはもう学習指導要領で内容が定められておりますが、その他に総合的な学習の時間とい

うのがあります。これは、各それぞれの地域の学習をすることになっております。現在、３年生と４年生で、

学習指導要領によりますと、これら教科でございますが、社会科において３年生と４年生が地域の学習を行

うようになっております。そういうことで現在の生涯学習センターの収蔵庫のほうにも、子供たち３年生４

年生が訪れてまいります。また総合的な学習の時間というのは、各地域の学習をするようになっておりまし

て、今加賀山議員がございましたように、例えば須恵小学校においては、エンブリー博士を対象にした学習

が行われておりますし、それぞれの地域でそれぞれ古代っていうそれから中世近代等にかかわる学習をして

おります。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  はい、私もあのふるさと案内人会の１人としてですね、子供たちが中

学生がですね、須恵に来て見てくれた時にはですね、見学してくれたときには、説明をした１人でもござい

ます。また、小学校では学習発表会、中学校では文化祭とかでもですね、皆越の鬼子母神の影絵があったり、

エンブリーさんがあったりといろんな場面で子供たちが発表にも活用してくれてると思います。先ほど教育

長のほうから資料館の見学っていうことが出ましたが、生涯学習センターの活用、これについても大きな文

化財にとっては意味があると思いますが、生涯学習センターの施設の活用として、今資料室、収蔵庫どれく

らいのものが納めてありますでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、今、現在の文化財収蔵庫のほうには、実は特別収蔵庫と一般に公開して

る部屋と分かれておりまして、一般今現在公開してる分につきましては、それぞれ古民具でありますとか鎏

金獣帯鏡のレプリカ等をそれぞれ展示をしているところでございます。民具等につきましては一般の展示さ

れてる分につきましては、民具等が約１７０点ほど、それから、考古資料等の土器が数点と、あとはエンブ

リー博士の写真等部屋のほうにも展示しているところでございます。あと、特別収蔵のほうにはですね珪藻

土で作った部屋等もございまして、こちらのほうには大変貴重な文化財等の保管をしているところでござい

ます。約、民具につきましてはこのほか温故の館の方にもございましたけれどもそちらのほうでも民具等も

約６００点ほどありますし、あと保管室のほうに置いてるところには考古資料等の箱も約１２０箱ほど置い

てあると言ったような状況でございます。このほかにも当然、エンブリーさんの写真の一式、複写のＣＤ等

の保管もしているところでございます。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  はい。前回１０番議員からもですね、この古民具については質問がご
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ざいまして、私たちも見学っていうか視察に行きましたが、かなりたくさんのですね農機具がございます。

やっぱし私はこれをもう展示するよりも使うべきだなあっていうふうにいつも思っております。私もありま

しても、これをどうやって使って昔の方がされてたのかなっていう部分はですね、ぜひ今度は活用するとい

う場でなんかできないかなっていうのを考えております。２９年度から学芸員の方が配置されましたが、ま

だ１年たって、少しこのあさぎりっていうのを把握されたくらいかなって思っておりますが、その学芸員の

方の１年間の振り返り、そして今後の活動についてお伺いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、２９年度に学芸員の資格を持ちました職員を１名、教育課のほうに配置

をさせていただいております。専門員で活躍されてきました職員が本年度において退職ということになりま

すので、そちらのほうの引き継ぎをきちっと１年間しっかりやっておいてくださいということはもう年度当

初にも私のほうからも、申し上げたところでございます。あと文化財保護審議会等々の会もございますので、

そちらのほうの会議についても、専門委員のほうからの引き継ぎあるいは、町の文化財の状況等の大まかで

はございますけれども、そういったところは把握しておくようにということで勉強していただいているとこ

ろでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  はい、また学芸員のことにつきましてはですね、後半戦でもう一度お

伺いしたいと思いますが、町長、実はですね、現在熊本市の博物館が改修中ということでございますが、今

年リニューアルオープンするということでございます。そのときの目玉っていうのがあるんですが、それが

何だかおわかりになりますか、何だと思いますか。 

●町長（愛甲 一典君）  私は今の所わかりませんが、期待するのは、あさぎり町のこの鎏金獣帯鏡あたりが

ですね、表に出ればうれしいなと思ってます。 

◎議長（山口 和幸君）  加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  今回の質問がですね、鎏金獣帯鏡っていうことを言っておりましたの

で、まさにそうだそうです。１番最初に目につくところに、熊本県の熊本市の博物館の目玉商品として、我

があさぎり町の鎏金獣帯鏡が展示されるそうです。これは昨日聞いたお話ですので、多分間違いないと思い

ますが、この鎏金獣帯鏡。ほんとはあさぎり町で、所有することが１番良いと思いますが、温度、湿度、保

管セキュリティーなどなど、クリアしなければならないハードルは非常に高いというのを私も存じ上げてお

ります。そこで、先ほどの資料の１、免田永才古墳出土の鎏金獣帯鏡のレプリカを二つ教育委員会のほうで

作成していただきましたが、私はこのレプリカを大いに活用すべきだと思います。これは以前もお話ししま

したが、議員になったときに、地元の中学生に鎏金獣帯鏡て知ってるって言ったら言葉さえ知りませんでし

た。それが数年前に知ってますかといいましたら、少しずつ知名度が上がってきましたが、どれぐらいかな

ーって言ったらこんなに大きい形をしたっていうのを前回も言いましたが、どこで見たとって、役場の２階

に上がっとこいです。それが、このレプリカをつくっていただいて、やっとみんなもこれぐらいっていうの

がわかったところなのですが、大きさはですね、文化祭とかでも展示していただいて、知ってる人が増えま

したが、今回博物館のイベントに合わせて、あさぎり町をＰＲするよいチャンスだと思いますが、ちょうど

幸福駅もオープンいたしますが、そこで展示する計画とかはないでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  はい。その話ですね、本当に熊本市の美術館で鎏金獣帯鏡がそういう展示なれば私

は、かなりでると思いますので、一つの案としてですね、考えてみていいんじゃないかなと思っていますね。

ただし、幸福駅の売店の一角にですねそれはちょっと担当課寄ってもらってですね、商工観光、教育課等々
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ですね、検討させてみてみたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  はい、鎏金獣帯鏡は、もう一つだけ質問がございますので、そこまで、

お伺いしたいと思います。先ほどですねていうか同僚議員のほうとお話をしておりまして、幸福駅には絵馬

があると。あの絵馬をですね、地元産材を活用して鎏金獣帯鏡の焼印をして、絵馬として出すとおもしろい

んじゃないでしょうかねっていう話をしました。木工クラブもそこにございますし、協力いただいて地域を

巻き込んでの絵馬づくり、今実際的にはですね、尾方宮司さんのほうで熊野神社のほうで絵馬のほうの取り

扱いはしていただいておりますけれど、永才古墳まで７００メートルと非常に近いところにございますので、

その絵馬も含めて、先ほど町長のほうから、関係課と話し合いをしていくっていう話がありましたので、そ

こも含めてですね、御検討いただければ、わくわくした楽しめるイベントができるのではないかと思います。

以前ですね、町長にトイレの改修の話があったとき、一つだけ鎏金獣帯鏡のタイルを張って、何秒以内にそ

れが見つかったら今日はラッキーデーとかいうのも面白いのではないでしょうかといいましたら、大変町長

も乗り気で図案までデザインしていただいたと思いますが、あのデザインはどうなっているでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  はい。絵馬につきましてはですね、現在、幸福グッズ物ということで、考

案中であります。アイデアとしては、例えば黄色のハート型の絵馬とかですね、そういったものを今考えて

いるようであります。そのトイレのタイルですかあれは鎏金獣帯鏡ではなくてリュウキンカではなかったで

しょうか。タイルには考えていませんけれども、幸福駅売店がですね、ステンドグラス風の明かり取りをす

る窓があります。そのデザインはリュウキンカを型取ったデザインで、現在進めております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  私すみません。鎏金獣帯鏡て言いましたかね。あのトイレはリュウキ

ンカのタイルといったつもりでしたが、もうここにあるよっていうこう私は水戸黄門のように出す必要はな

いと思うんですよ。ひっそりと見つける楽しみっていうのも遊び心としてあったほうがよいのではないかな

と思います。ハートの絵馬も考えていただいているということですが、ぜひ同僚議員のこの地元産材を使っ

たっていうそういうアイデアもですね、生かしていただければと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  時間内には終わらんですね。はい。ここで休憩いたします。午後は１時３０分より

再開いたします。 

 

休憩 午前１１時５８分 

再開 午後 １時３０分 

 

◎議長（山口 和幸君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  はい。次に、エンブリー博士資料館についてお伺いいたします。実は

このことについては質問するのは、３回目となります。１回目は平成２５年の１２月に文化ホール施設の充

実というときに、エンブリー資料館の設置っていうことを提案いたしました。そのときには、展示を検討す

るっていう答弁をいただき、展示室を設けていただきました。しかし、そのあと町の図書館の整備により、

文化ホールの図書の撤収があり、寂しいスペースとなっております。それで、第２回目平成２９年３月、エ

ンブリー資料館の整備活用ということで、ボードを提示し質問を行いました。エンブリーさんの写した写真

の場所の昔と今、写真の比較の提案でございました。そのときに町長は一歩進んだ資料館事業に努める。エ

ンブリー博士の写真に比べることはやってみる価値がある。と答弁をいただきました。お手元の資料の６、



- 196 - 

それから１年たった昨日の文化ホールの資料室です。現在の文化ホールの利用者数、先日説明がございまし

たが、再度お伺いしたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、前年度、平成２８年度におきましては約２万４,０００人ほどの利用が

あっております。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  町長、私はこの、６番の写真を見ていただいても展示するのには十分

なスペースも残されていると思います。また、文化ホールにこられる方が１年間に２万４,０００人、活用

しないという手はないと思いますがいかがでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  はい。須恵の文化ホールですね。あのスペースで一部分のものを展示するというこ

とで、前にももう答弁したと思います。ここのところですね、考え方は悪くないと私は思ってますが、展示

するのにいろいろと制限もあるというようなことを聞いてますので、その辺のところをですね、担当課のほ

うでちょっと説明を申し上げたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、収蔵庫の部分でも申し上げましたとおり、貴重な資料については、でき

ましたら収蔵庫のほうできちっとした温度湿度管理のできるところで保管をしたいと思っております。で、

複製したものとかですね、各機関で研究された部分で、こちらのほうに寄贈されたものとかございますので、

そちらのほうはそういう複写してでも、展示ができるかというふうに考えております。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  はい、エンブリーさんが来村された後、記念イベントのときにもです

ね、町民の方に、そのとき村民の方だったんですけど、広く、募集をしまして、それぞれのですね、須恵の

村民さんが持ってらっしゃったエンブリーさんとの記念の品物とかもですね、町のほうにいただいたりって

いうのもございました。ですので、やっぱしあのときの写真はどうなったのかなとか、いう声も聞いたりい

たしますので、ぜひ複写で結構だと思います。今はですね本当にこういう写真技術もよくなっておりますの

で、かえって複写のほうが安心でいいものができるかもしれませんので、ぜひ活用をお願いしたいと思って

おります。私は観音堂の観音様は、それぞれの場所に鎮座されている。私それと同様に文化財であったり、

生活の中の歴史的なものは、本来あるべきところに置いておくべきものだと思っております。再度資料６を

見ていただきたいと思うのですが、国内外から調査研究に旧須恵村にこられた方々が、地元須恵地区に余り

資料がないと、展示物がないと。感動を受ける要素は非常に少ないと思います。鎏金獣帯鏡、エンブリーさ

んの資料、地元にあってこそ価値は高まると思いますが、町長はどうお考えでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  いや、加賀山議員の思うようなことと一緒であります。 

◎議長（山口 和幸君）  加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  執行部、議会同じ方向を向いて取り組めるというのを今確信いたしま

した。エンブリー博士写真の今昔の比較、ぜひ地元の方も一緒に場所を確認していただきながら進めていけ

ば、もっともっと楽しいことになるのではないかと思います。町長も施政方針の中で成功のキーワードって

いう言葉を上げていらっしゃいます。町民の皆様並びに商工会やＪＡを初めとした町のさまざまな団体や組

織の皆さんと目標を共有し、ともに頑張れるかどうか、まさにこのワンステップだと思います。文化財の保

護活用についても、地域力が重要になると思われます。文化財について、本日は主に鎏金獣帯鏡、エンブリ
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ー博士資料館について質問提案をいたしましたが、古代、中世、現代とあるそれぞれの文化財に対してのイ

ベントについて町としての、取り組みについてのお考え、そして、今回退職された専門員さんも含め、資料

の編さん今回退職された専門員さんは、資料の編さんて記録っていうことに取り組まれるということをお伺

いいたしましたが、この専門員さん含め大学の先生方も、あわせて、外部講師の活用イベント計画だけでな

く、文化財の検証という意味では予算化して計画をしていくべきではないかと思いますが、その２点につい

て執行部のお考えを伺います。 

◎議長（山口 和幸君）  はい、教育長。 

●教育長（中村 富人君）  町内の文化財につきましては、今の御指摘がありますように、古代が遺跡関係、

それから中世が寺社仏閣仏像、近代がエンブリー博士、そういうふうに教育委員会のほうでは重点化してと

らえております。今のイベントについてというのがございましたが、実は３年前に、議員の皆さんもたくさ

ん出席いただきましたけども、本目遺跡の２０周年記念がございました。そのときに、この２００万円ぐら

い近くの費用がかったわけですが、このときには関西外国語大学の佐古先生が、かつて２０年前に、本目遺

跡の調査に加わられたその先生がいろいろこう取り計らっていただきまして、補助金をいただきましてそう

いうお金でしたわけでございます。実は２週間ほど前に、新しく学芸員に採用されまして、彼女と私で次年

度以降の文化財について話し合いもしましたが、その一つの中に、今あの御質問がありましたことも話題に

しております。内容は今言いました、本目遺跡それから才園古墳、これにはさっき言った佐古先生等が加わ

っていらっしゃいます。それから、中世はまだ先生方おられませんが、近代のエンブリー博士は、琉球大学

の先生が今加わっておられて、昨年度も須恵小でも授業をしていただきましたし、町民向けの講演会もして

いただいております。そういう先生等通して、やっぱりこう節目といいますか、何１０周年とかそういうと

きにいわゆる学芸員がきちっと全体的に、今後の計画として、何年後にこの節目のときが来る。そういうと

きに、そういうことを一つはきちっと考えながら文化財行政を行っていくと。そして、その間は何らかのい

わゆる大学の先生等と結びつきを持ちながら、行政に携わっていくこと。そういうこと話しております。さ

らには、大学の先生からさっき申し上げました佐古先生から予算、補助金をしていただきましたが、その補

助金のいわゆる獲得の仕方ですか、そういうことを詳しいので、そういうのをぜひ学んで、そして彼女が彼

女の手で補助金をいただくようなそういうのを計画的にやっていくことと、そういう話をしております。具

体的には来年度は特に予算化しておりませんが、今後そのような方向で節目の年のイベントのあり方、それ

から外部講師、特に大学の先生等々の活用といいますか、そういうことを進めていきたいと思っております。

また本年度、今先ほどありました専門委員が本年度退職をいたしますが、今後は非常勤という形で、いろい

ろと調査研究等にも、その補助としてお願いすることもあろうかと思います。まだ、来年度は特に組んでお

りませんが、今後そういう文化財行政を進めていく中で、必要に応じて活用をしていきたいと考えておりま

す。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  はい、本当にあのいろんな知識をお持ちの専門員の方ですので、お体

のほうのことですね、考えながらも、ぜひまたまちづくりにですね、文化財保護についてもお力をいただけ

ればと私も思っております。また、今補助金の話が出ましたが、私たちの地方議会人。これは２０１６年版

ですが、こちらのほうにも文化遺産を次世代に継承する魅力ある地域づくりっていうテーマの中で、文化庁

文化芸術振興費補助金というのがあるっていうのも出ておりますので、ぜひ町のほうもいろんな資料のほう

でですね、探していただければと思います。資料のですね、７、８、これは消防自動車。なんで今日の文化

財にって思われる方があるかもしれませんが、これも実は近代文化財となるかもしれません。７番目の深田

の消防車はこれは昭和４０年型。上地区の消防自動車は昭和４７年。オールドカーファンにとってはプレミ
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アなものっていうぐらい、すばらしいものをまだ残していただいてたなと思っております。以前私は山江村

の小学校にお世話になったときに、ちょうどボンネットバスを活用しての地域興していうのをされてました。

この２台の消防車は、それに勝るとも劣らない車かなというふうに思っております。よくぞ保管していただ

いたと。動くようにするには、メンテナンスの費用面とかで課題もあると思いますが、女性消防隊が子供た

ちに向けて、防災啓発活動のときに一緒に展示とかいう活用もあるのではないかと。新しい文化財ですが、

そう思いますがいかがでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい。議員が今日お示しいただきましたこの小型ポンプ積載車につきましては、

先ほど言われましたとおり、４０年、４７年の型でございまして、合併後も現役で使用していたものでござ

います。ですが、４０年を超えて使用したこともあって、その経年劣化により使用を終了したというもので

ございます。現在、こういう屋根つきシャッターつきの車庫で保管している状態でございます。長く消防活

動に活躍した車両でございますが、昨今の消防団員におきましては、もうこの車両についても記憶は薄れて

きているのかなという認識はしております。それも消防団というものは正確で安全でかつ迅速に業務を行う

ことが最優先されます。ですが、一方では今議員が言っていただきましたとおり、予防消防の啓発というも

のも消防の最も大きな業務の一つでございます。女性消防隊によって、さまざまな予防消防啓発活動を行っ

ております。議員が御提案いただきましたとおり、その啓発の中での一つの啓発資料といいますか、材料と

して活用できるものかどうか、その可能性について消防団女性消防隊と意見を交わしていきたいと考えてお

ります。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  加賀山議員。 

○議員（３番 加賀山 瑞津子さん）  ぜひ可能性を探し出していただきたいと思います。いつも町長が言わ

れる町づくりは人づくり、地域づくり。今、深田地区で住民主体、食と歴史について、フットパスの活用が

動き出しました。住民を巻き込んだ計画と仕組みがポイントだと思います。文化財を活用した取り組み。こ

れも仕掛け次第だと思います。文化財とのコラボレーション。イベントのときに、以前漫画の活用というこ

とで、夏目友人帳の聖地巡礼。ワンピース、これはくま川鉄道がラッピング列車ということで協賛していた

だきましたが、また先ほどのリュウキンカのタイル。お金のかからない幸せ探し。まずは、予算の要らない

こう取り組みっていうのにも目を向けてみるのもいかがでしょうか。若者をターゲットにしたイベントには、

そちらにつながった場合には、若者のパワーというのは莫大なものがあります。今、インスタ映えとかイン

スタグラムという言葉も出ておりますが、それから大きなＰＲにつながるところもあります。ぜひ、この近

代の小型ポンプ積載車ですね。私消防車と言いましたが、そちらも含めて、いろんな町の文化財活用を御検

討いただきたいと思います。楽しめる、わくわくする町の取り組みを期待いたします。最後に、鎏金獣帯鏡

の活用、須恵文化ホールでのエンブリー博士資料館の充実について町長の答弁をお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  はい。失礼しました。鎏鵜金獣帯鏡は先ほどからいろいろ質疑受けたとおりですね。

チョコレートに加工してみるとかいろんなことやっていただいてますので、さらにですね、三つの幸福の物

語の一つとしてですね、しっかりと活用を図っていきたいと思います。それからこのエンブリー博士のほう

はですね、やっぱレプリカっていいますかね。そういったコピーのものであれば、展示できるって言ってま

すので、担当課とよく話をしてですね、さらに行ってみて、あれは何だということにならないようなですね、

展示を検討してみようと思ってますので、そこは少しその辺のところ、指示して進めてみたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  これで３番、加賀山瑞津子議員の一般質問を終わります。次に、２番、難波文美議

員の一般質問です。難波議員。 
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○議員（２番 難波 文美さん）  はい。皆様お疲れさまです。２番、難波でございます。通告に従いまして

質問をさせていただきます。本日、参考資料、文科省の教育の情報化が目指すものということで、Ａ４番を

表裏刷りのものを差し上げております。参考にご覧いただければと思います。あさぎり町では新しいＩＣＴ

教育を支援するために、電子黒板を導入されましてから８年が経過しました。平成２３年度の議会におきま

して、同僚議員も取り上げておられましたが、今回は、その後の検証ということで質問をさせていただきま

す。最近は横文字が多く、一体何を意味しているのかわかりにくい時代になりました。ここにいらっしゃる

皆様には釈迦に説法かと思いますが、現在ライブ中継で、この議会をご覧になってる方もおられますので、

ＩＣＴ教育とは何ぞやという説明を少しさせていただきます。ＩＣＴというのはインフォメーション・情報、

そしてコミュニケーション・通信そして、テクノロジー・技術、この三つの英単語の訳をしたものをＩＣＴ

と呼んでおります。パソコンやタブレット端末、インターネット通信など情報通信技術を活用した手法のこ

とです。総務省の用いる用語でＩＣＴふるさと元気事業とか、文部科学省の学校ＩＣＴ環境整備事業などが

あります。このＩＣＴを教育現場に取り入れることで、児童や生徒が学習を楽しみ、授業に集中して取り組

めるなどの効果があると言われています。ここ数年の間に、近隣町村におきましても盛んにこのＩＣＴ教育

の活用、そして成果を発表されるようになりましたが、町内の小・中学校においてはどのような効果があり、

成果が出ているのか。また、課題や問題点もあると思われます。今後ますます進んでいく情報技術の中で、

それらをどのように解決し、町独自のＩＣＴ教育の展開を考えておられるのかを問います。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  ＩＣＴ教育ですね、本当に私も民間におりましたので、いかに子供たちにですね理

解を早めていただくかということで考えたときに、この電子黒板とか、こういった機材を使ってですね、や

るのは非常に合意的な一つということで、かなり先進的に導入をさせていただきました。そこで、教育委員

会、担当課としてもですね、その使い方をいろいろ検討してくれたと思ってます。とりあえずまずあの現状

をですね、もう少し担当課のほうから説明してもらった上で、また議論を進めていければと思いますので、

よろしくお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、今現在の学校でのＩＣＴ機器関係の導入状況でございますけれども、最

初に導入されましたのが、平成２１年度の事業におきまして、そのときは、学校の情報通信技術環境整備事

業といった補助事業におきまして導入されております。ですのでそのときに、中学校小学校にそれぞれ各教

室のほうに電子黒板とそれから電子黒板用のノートパソコン、そして拡大用の書画カメラ等々が導入されて

おります。昨年度失礼しました、今年度２９年度と３０年度におきまして、今その更新を行わせていただい

ているところでございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  はい、ありがとうございます。平成２１年度の事業。交付金がありまして

３,５２４万ほど出ていたと思います。この際ですね全部の教室においてその導入をしたということなんで

すけれども、この導入のときに、競争の働くような入札は行われたのでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、当時導入される場合におきましては、それぞれ指名競争でこの購入が行

われているところでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  はい、わかりました。補助金とはいえですね、ものすごく大きな金額でご

ざいます。そして、平成２９年度に３２台、今年度に２５台の更新を実施されるということですが、その条
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件というものがわかればお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、当然ながらこういった電子、ＩＣＴ機器を扱っている会社。当然あの地

元の業者さんのほうにも卸をされているところがございますので、そちらのほうも含めまして指名審査会に

て指名競争にて、執行しているところでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  はい、条件というのがですね、その更新の条件ということで、リースであ

れば何年間とかですね、そういうのを教えていただければと思ったんですが。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、導入に際しましては、仕様書のほうで細かに示させていただいておりま

す。で、今回の場合は一応リース２９、３０年度におきましてのリースにつきましては５年間のお支払いと

いうことで、それからメンテナンス部分も含めたところでの更新事業というふうにしております。 

◎議長（山口 和幸君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  はい。あさぎり中学校がですね、平成２３年に統合、そして開校されまし

たが、統合前に導入されていた電子黒板というものは中学校に集められたのでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、当然ながら統合した中学校ですのでクラスが増えております。ですので、

あさぎり中に持って行かれた部分がほとんどでございます。ただ、あとの幾分余りといいますかそういった

部分が出てきておりますので、そちらのほうは特別教室、特に理科室のほうに各小学校のほうにも入れさせ

ていただいております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  はい、わかりました。それではですね、その電子黒板の利用状況、これま

での効果、または成果がわかっておりましたらお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、まず、電子黒板利用状況ということでございますけれども、それぞれ小

学校・中学校の先生方にお聞きをしております。１番多かったのが週に１０時間から２０時間、１日にしま

すと２時間から３時間という形になりますけれども、そちらのほうが小学校の先生方で約６６％ほど。後中

学校で２０％、そのくらいは使ってるという方々の先生が１番週１０時間か２０時間、その時間が１番多い

ようでございます。中学校におきましては、ただ教科担任制ということもありまして、ちょっと少ない使用

頻度が少ないような数字が上がってきたのかなというふうには考えております。それから成果という部分で

いいますと、やはり画像として比較的にわかりやすい部分というのが１番であると思っております。わかり

やすい授業づくり及び理解を深めるための手段の一つであろうかというふうに考えております。それに加え

まして課題というのも当然画像でございますので画面が変わっていく、いわゆる板書っていう部分では、残

らない部分も出てきまいります。あと、管内の他町村でもタブレットの導入がされておりますが、あさぎり

町におきましては、現在、寄贈されたタブレットが中学校にございますけれども、そちらのほうはいわゆる

教科のソフトを導入しておりませんので、そちらのほうではちょっと若干ＩＣＴに長けた先生は授業でも使

われることは多いんですが、全部の先生が使っていらっしゃるというふうなことではないというふうに聞い

ております。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  はい。ＩＣＴ、いろんな道具がありますけれども、タブレットにつきまし



- 201 - 

ては、山江村が全生徒に１台ずつということでですね、非常にこう充実した配布をされております。全国の

ですねＩＣＴ教育首長協議会というのが、平成２８年から行われておりまして、そこに錦町、多良木町、山

江村が行かれているようです。ちょっと手元でネットのほうで引き出してみたんですけれども、タブレット

を使っているところもありますし、タブレットがなくても電子黒板だけで、このＩＣＴ教育をですね、活用

してるという学校もたくさんあるようです。で、現場の先生方にとってですね、教科によって今言われまし

たように、それが使いやすいものであるのか。その機種とかにもよると思うんですが、使いやすい教科なの

か使いにくい教科、そういうのがあると思うんですけれども、先生方の現場の意見とか要望、そういうもの

は把握されておられればお伺いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、今現在２９年度におきまして導入しました電子黒板等につきましては、

大方やはりこう最新型の部分でもございますので、大方使われる先生方にとっては良好な意見をいただいて

るところです。それから、これはもう導入当時からの当時からの課題でもありますけれども、やはり、なか

なかこうパソコンパソコンとかＩＣＴ機器に慣れていらっしゃらない先生方というのは、多少苦労されてる

部分もあるかというふうに聞いております。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  はい、おっしゃるとおりだと思います。今日お配りしている配布資料ので

すね、裏のほうを半刷りのほうですね。これにＩＣＴ支援員の現状と課題というものがございます。このＩ

ＣＴ支援員というのは、学校の現場の先生方が、今課長がおっしゃったようにちょっと機械が難しいとかで

すね、使いこなすのがちょっとという苦手な方、そういう方のために、それを支援するための職員、ＩＣＴ

支援員という形で全国で雇用されてるところもありますし、しかしまだまだ不足をしている、あるいは全く

いない、そういう地域もあるようでございます。このＩＣＴ支援委員については、どのようにお考えでしょ

うか。 

◎議長（山口 和幸君）  教育長。 

●教育長（中村 富人君）  はい。ＩＣＴ支援につきましては、管内では山江村に１名、錦町に２名雇用され

ています。どちらもタブレットを併用した電子黒板と併用した、ＩＣＴを非常に多様的に使えるような、そ

ういう事業がなされております。そういう中で、やはりＩＣＴ地域支援員がいないとなかなか進まない。特

にタブレットを使ったときには難しさがあるようでございまして、話を聞きますと非常に効果的であるとい

うふうな話は聞いております。あさぎり町におきましては、タブレット導入しておりませんので、現段階で

は担任と指導者が自分のレベルで使える状況にあります。今後ですねちょっとこう、そういう機器等が充実

してきたときにはそういう導入も必要かなというのがまだ現段階の状況でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  あさぎり町はまだ児童生徒も多ございますし、１人１台のタブレットとい

うのは難しいかなというふうに私も思っております。ＩＣＴ教育についてですね、メリット、デメリットい

ろいろあると思うんですけれども、町長や教育長はどのようにその辺を考えておられますか。ＩＣＴ教育の

メリットまたはデメリット。お伺いします。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  ＩＣＴ教育がですね必ずしもじゃあ全部いいかというとそうではないと思っており

ます。１番感じるのはですね、ＩＣＴを行いますとすぐ簡単に情報が入りますし、いかにもわかったような

感じになるんじゃないかなあと、横で見ててそう思うんですよね。回答がいわゆるぱっぱぱっぱ出てきます

からね。だから、私やっぱり自分達の子供の時っていうか今でもそうですけど、実際にノートに書き写し、
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自分で書き戻すと頭に入ってきますので、やっぱりあのただ見て理解者で終わらずにですね、今それを時々

やっぱり大事なことは、ここは書きなさいと時間与えてですね、１０分くらい与えて全部書きなさいとかで

すね。必要なところはノートに書いて書き写しなさいよというようなことが必要じゃないかなと私はそんな

ことを思っていますね。やっぱりいいとこどりしないといけない。それにタブレットも同じようなもんです

よね。非常に便利ですよ。便利ですよ。便利だけども、必要なことはしっかりと身につける。ただそうは言

ってもですね、これからの教育が何が大事かというと、もう、いわゆる記憶力じゃないと言われてますよね。

これからの授業は、記憶して頭に残して、それを質問しててテストしてっていう時代がだんだん変わってく

るであろうと。つまり知識は外からもらえばいいと。知識をもらってその知識を構成して知恵を出して生か

していくことができるかどうか。これからは。だからどんな記憶力よくてあなた頭がいい、昔から歴史を全

部覚えている。もうそういうのは、いらない時代になると言われていますからね。そういったところに近い

と、やはり世の中の大きな動きをにらみながらですね、子供たちに本当の学力って言いますか、応用力です

よね。それを生かして知恵をだす。そこにどう子供たちを導いていくかが勝負かなと私は思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  教育長。 

●教育長（中村 富人君）  はい、デメリットメリットというところでございます。まずメリットにつきまし

ては、私は教員しておりましたけども、そのタブレットあるいは電子黒板を使った授業の経験ありません。

授業参加しながらですね思うことでございますが、やっぱりこうすごい情報が提供できる。これもう驚くほ

どのことでございます。例えば私は理科の教員なんですが、理科の難しいのは天体とっても難しいんです。

外から見るような形なんです。それを電子黒板等で、いわゆる人間が行ったこともないところから外観的に

見えるような情報をそういう関係の図が流れますし、そういうこととっても理解を助ける。そういうことに

役立つとこういうのがあったらもっとわかりやすい授業ができたかなというのを、そういう感じがあります。

それが第１点です。デメリットは１点目はですね、実は国際的に１番こうＩＣＴが進んだのは韓国でして、

韓国が７、８年前ぐらいからＩＣＴ教育から撤退するという事がありましてですね、その時の理由がものづ

くりをだめにするとか、そういう根拠で韓国が撤退をいたしました。また日本で１番進んでいるのは、この

データによりますと佐賀県なんですね。佐賀県の方があさぎり町にこういう統合関係でこられまして、その

ときにＩＣＴ関係を話題にしたんですが、そこの町はあさぎり町と同じぐらいの規模でしたけども、ＩＣＴ

教育はもう私たちの町は撤退するというお話でした。根拠はですね費用がかかり過ぎると。１回あさぎり町

も本年度来年度そうなんですが、すごくかかるんですよね。これは。だから大きな都市ちゅうのはなかなか

ＩＣＴの導入が遅れています。小さい自治体というほど進んでます。そこら付近はもうデメリットじゃない

かなあって。財政がですね厳しいそういうところですので、私たちもそのタブレット等の導入等については

なかなかこう、お願いもしづらいところがございます。そういうところがデメリットかなっていう思うとこ

ろです。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  はい、ありがとうございます。お話しいただいたことを、私も同じように

感じていたところでありますし、デメリットの部分でですね一つやっぱ考えておかないといけないなと思う

のは、大人の側のメディアリテラシーというんでしょうか。子供たちはもう生まれた時からデジタルネイテ

ィブと言って生まれた年からもそういう情報通信のものに囲まれて育っておりますので、非常にそういうの

に慣れるのが早いですし、使いこなすこともできるでしょう。しかし、町長がおっしゃったように、実際に

アナログで文字を書いたり、本当にその知恵を出すっていう部分にまで到達できるのか、そういうことはち

ょっと不安を感じてはおりました。町のＩＣＴのですね、機器の故障とかシステムの不具合とか、不正アク

セスを受けた時とか、そういう時には迅速に対応できる状態にはなっているんでしょうか。 
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◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  昨年、無線ＬＡＮの状況におきまして虚弱性が指摘された部分がございます。

ですので、３０年度の予算につきましてはその対策費を新たに計上させていただいているところでございま

す。また、学校の校務用のシステムにつきましても、２要素の認証システム。これは町のほうのシンクライ

アントにも、導入されておりますけれども、そちらのほうも学校のほうに導入するように、３０年度から予

算を計上させていただいたところでございます。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  本当にこの個人情報とかですねセキュリティの強化というのは、しっかり

やっていただいて、快適な学習ＩＣＴの教育の空間というのをあさぎり町内で行っていただけたらというふ

うに思います。ずばりですね、これまでの８年間、電子黒板を入れられてからあさぎり町のＩＣＴ教育は成

功だったのか、成功したと思われていらっしゃいますか。町長と教育長どちらかお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  教育長。 

●教育長（中村 富人君）  今まで何度かＩＣＴ導入とですね生活について議会でもお尋ねがございました。

非常に難しいとこでございまして、これ特にさっきから出ましたけども山江村がですね、特に新聞等でも報

道されておりまして、成果を上げているところで費用対効果という面からも御質問があっているわけでござ

います。私は当然導入されましたが、成果はやっぱり大きいと考えております。前も答えたことがございま

すが、例えば今はですね山江村が学力の面でいろいろ報道されておりますが、あさぎり町は教育委員会でで

すね、データについては、公表しない高いとか低いとか、そういうぐらいでの説明責任でしましょうと。デ

ータがひとり歩きしますと例えばある学校は悪いとか成績悪いとかですね、知徳体のバランスが必要なとき

に、知の面だけで、あるいは学年の部分だけで捉えられていろんな影響があると。そういうことは避けよう

ということで、そういう知的な部分でのデータは公表しておりませんが、５つの小学校の中でですね、年に

よっては山江村の小学校ぐらいの成果を出す学校もあるんです。学校間の格差も大きいです。同じように電

子黒板を入れてるのにやっぱり差があるのはですねどうしてかという問題がありますが、やはり電子黒板だ

けで成果っていうのを問うのはなかなか難しくて、やっぱり担任の力とかですね人間の力とか、たくさんの

条件の中での教育成果でございますので、１個だけ取り出してそれを検証する事は非常に難しい作業である

ように思うんです。私がそういうことを思いますのはやはりこう教育というのはやはり、どこでもでしょう

けども、やっぱり人の力、いわゆる教師の力というのが１番大きくて、それを支えるのが電子黒板であって、

電子黒板の効果というのも、どちらもあった時にはですね、大きな効果としてあらわれている。そういうふ

うに考えております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  はい、私からも一言。実はですね、町村会の首長がですね、東京とかいろんなとこ

ろ行った時にこの話題に時々なるんですよ。ＩＣＴ頑張って、やってる。そうでもないところもある。果た

してこの子供たちが将来大きくなって、どちらがどうなっていくんだろうなあという話なんですね。それは

まだわからないんですね。今やっているところですから。ただ言えることは、やっぱり何でもやってみない

とわからないところがありますよね。それと時代の流れで、やっぱりそういう環境に子どもを置かせるこれ

も大きな役割があると思ってます。ですから多分これは全然やらなかったら、かなりこういった場面で何で

やらんのと、逆にですねそういう指示を受けるんじゃないかなと思ってしまいますけど、いずれにしても、

大きな流れの一端は、やっぱりそういったものを使ってですね、やっぱり生かしていくツールですよね。そ

れに頼るんじゃないとあくまでもそれは助ける道具だということをですね、そういう理解して教育に使って

いただければいいかなと。先生方のですね、業務効率もやりようによってはものすごく助かると思うんです
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よね。いろんなその自分の思ったものをこういう黒板に書いてそして写してよっていうんじゃなくて、もう

全部いいとこ取って先生方も情報もらいながら、いい教材をどんどんこう寄せていくこともできますから、

いろんな面で、私は効果はあってるというふうに思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  はい、ありがとうございました。このＩＣＴは、教育学習のためだけじゃ

なくて、現場の先生方のですね、仕事の効率化とかそういう部分でもかなり成果があるものだと私も思って

おりますので、ただ、非常にお金のかかる事業でございます。もう本当に５年ごとにリースで３,０００万

も４,０００万も税金が流れていくということになりますので、そこもしっかりこれからまた検証しながら

ですね、進めていくべき課題かなというふうに思います。それでは、二つ目の質問に移ります。町長は、平

成３０年度の施政方針の中で、あさぎり町地方創生の推進にだれもが願う健康の取り組みを筆頭に掲げてお

られます。幼少期からよい食習慣を身につける、特定健診の受診率向上、町の食材を生かし健康を考えた料

理の普及、地域包括ケアシステムへの対応、文化ホール自主文化事業に健康事業を加える、谷水薬師堂をラ

イトアップするという６つの項目がございます。これを町全体に広げていくとすれば、健康推進課だけでは

なくて、役場内すべての課が横断的に取り組む必要があるのではないかと考えましたので、これらについて

具体的な内容を問いたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  健康推進課長。 

●健康推進課長（岡部 和平君）  はい、町内全体のその横断的なていうことですけれども、今現在、健康推

進課だけでなくてですね、他の課とも連携しながら取り組んでいる業務がございますので、紹介したいと思

います。食育に関しては夏休みの料理教室、それから郷土料理教室を中学校等で開催しています。またあの

免田小学校がスーパー食育スクールに指定されたのをきっかけにですね、食改さんを通じて、教育課と連携

して、保護者も含めたところの食育に取り組んでいるところです。それから、健康意識の啓発というところ

では、文化ホールの自主文化事業にありましたけれども、健康をテーマに取り組んでいただくとか、それか

ら文化協会の主催事業がございます。芸術祭展示部門発表部門それから、カラオケ大会もございます。それ

から、文化協会の須恵地区においてはですね、健康をテーマに２９年度は須恵地区の文化祭を開催していた

だきました。そこで連携することができたと思っております。それから、フッ化物洗口事業、それから歯科

衛生士の派遣事業等、それから中学生の心の教室と、生活福祉課それから関係する機関と連携をしていると

ころです。それから、高齢福祉課におきましてはサロン事業で、健康づくりをテーマにしていただいて保健

師が出かけて出前講座をすることもございます。それから、おどんが健康づくり大会を開催しましたけれど

も、そこには南稜高校にもお願いしまして、展示だけでしたけれども御協力いただいております。働く人の

健康づくりの意識の啓発ということではＪＡにも健康２１食育計画の策定委員の中に入っていただきまして、

ＪＡとの協力も進めているところです。２９年度におきましては、初めてでしたけれども、健康幸福の町づ

くりの職員向け研修ということで、もとの夕張市の診療所の所長でありました先生をお呼びいたしまして、

各課から参加の希望者を募りまして、うちも含めてですが９課、あさぎり町の役場の９課それから社協も含

めて４７名の参加をして健康づくりについて講話を聞き、それからワーキングというか、そういうことをし

たところでございます。また後、これから検討することとしてはですね、健康づくりの健康と幸福というこ

とで、やっぱり課長会なり、そういったところで同じ方向を向くような、そういった連携する会議も必要で

はないかというふうに考えているところでございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  はい、ありがとうございます。健康と聞けばもう健康推進課というふうに

私も思っておりましたが、たくさんのですね、知らなかった事業も今ございましてびっくりしました。そし
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て既にいろんな課との連携ができているということでお話をいただきまして、少し安心をしているところで

ございますが、施政方針の中でこの２ページ３ページを読めば、町長の考えていらっしゃることはよくわか

ります。そして今の健康推進課の課長さんの話も聞きましてですね、これはあさぎり町は健康に特化して盛

り上がっていくかもしれないなというふうにも感じておりますが、よろしければ他の課でもですね、こうい

うことが考えられるということがございましたら、各課の課長さんに手を挙げてお話をいただきたいと思い

ます。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  総務課でございます。総務課で所管するものといたしましては、現在進めてお

ります地域活性化交付金がございます。これは目的のとおり地域のきずなをさらに深めることによって、地

域の地域づくりを進めていこうというものでございまして、これにつきましては、職員がもう一丸となって

地域に関わることとしております。行政区支援員として２３０名、それぞれの区に、２人３人４人配置いた

しまして、この中に入って、地域の中でお互いに顔を合わせることでまちづくりを進めているところでござ

います。交付金を活用した中には当然健康づくりであったり、幸福づくりコミュニティづくり、様々な知恵

を出し合って、今進めていただいておりますので、これは町が掲げる健康と幸福づくりの一つの全庁挙げた

取り組みだと認識しているところでございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  他の課長は。企画財政課長。 

●企画財政課長（神田 利久君）  企画財政課のですね、取り組みといいますか、直接関わりがあるかどうか

とはちょっとわかりませんけれども、うちのほうで所管してます中で、美化パートナー事業とか、それから

まちづくり運動支援事業というのがございます。美化パートナーはいろいろな団体とかでですね、公共施設

の公共施設とかあるいは公園とか、河川、道路、そういったものを花壇とかありますけれども、そういった

ものを、自主的にこう清掃し、美化活動していただくと。それに対して、町のほうからは掃除道具とかです

ね、そういったものを支給しております。そういったことでボランティア精神といいますか、そういったも

のが、住民の方に芽生えてくるんじゃないかなというふうに思いますし、心の健康といいますか、そちらに

つながっていくのかなというふうな感じを受けております。それと、まちづくり運動支援助成事業ですけれ

ども、こちらのほうは各地区あるいは団体等で、特にあの地区でいろいろな行事等されます。夏祭りとか、

そういったものされますけれども、そういった時に地区でいろいろ考えられながら行事等取り組んだりとか、

あるいはまた、地区の清掃を行ったりとか、そういったことをされるときに、助成金として町のほうから出

しておりまして、これはやはり地域、健康といいますか、地域の絆、そういったものが高まるん事業ではな

いかというふうに考えております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  はい、商工観光課としましては、薬師堂の谷水薬師堂の試験的なライトア

ップとありますけれども、健康の象徴、シンボルが谷水薬師堂と位置づけますと、そこの周辺整備につきま

しても、関係課、そして薬師保存会等々の協議を進めていきたいと考えております。それと白髪神社、そし

て谷水薬師堂も日本遺産に認定されておりますので、線を結ぶウオーキングフットパス等を考慮したマップ

等の作成も考えていきたいと思っております。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課長（甲斐 真也君）  はい。農業振興課のほうではちょっと地域が限られますけれども、深田地

区のほうで食と農の交流フォーラムというというのが開催されております。これは、あさぎり町認定農業者

協議会の方たち、深田地区の方々が自前でされているものに教育課、農業振興課が協力をしているというよ

うなところなんですけど、地元の食材を活用しまして、料理を食することで食の大切さを考えていただける
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ような事業だと思っております。今後もそういった事業につきましては、引き続き進めていきたいというふ

うに思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  教育課のほうでは先ほど健康推進課長からもありましたとおり、健康推進課と

の共催部分が結構多い部分ではございますけれども、あと自主文化事業で笑いということで落語、笑いとい

うことで幸福になるというところでの自主文化事業も２８年度から行わせていただいてるところでございま

す。また、文化財を利用しましたウォーキング大会についても共催をしておりますし、児童生徒を巻き込ん

だ健康についての共催事業があれば協力を惜しまない体制で進んでいきたいと思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  高齢福祉課長。 

●高齢福祉課課長（上村 哲夫君）  はい、高齢者の生活支援を所管する高齢福祉課といたしましては、先ほ

ど健康推進課長からありましたように、関係する課との情報の共有、連携を行っていくことを大切なことと

認識いたしております。また今年から町内の介護事業所の協力をいただきまして、家族介護教室を小学校校

区ごとに開催をさせていただきまして、延べ２８７名の出席をえたところでございます。この点につきまし

ては、幸せを感じるまちづくりという点につながるものとして、今後の活動に生かしていければというふう

に思っている次第でございます。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  生活福祉課長。 

●生活福祉課長（竹下 正男君）  はい、生活福祉課のほうです。生活福祉課ではですね、子育て支援や、障

害者との担当といたしまして、子育てがしやすい環境と、それから、障害者の方が安心して暮らせる環境づ

くりを担っておりますが、その中で１番は心のケアとしてですね、相談事業を１番重視しているところでご

ざいます。心の健康を担っているということでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  町民課長。 

●町民課長（宮原 恵美子さん）  はい、町民課のほうでは、長期的な展望に立ちましたところで地球温暖化

防止を目指しております。ごみの分別とかリサイクルの推進ということで、それから野外焼却の禁止とかを

ですね、御協力を住民の皆様に御協力いただいております。あと水環境の保全ということで、毎年一度です

けれども、きれいな川と海づくりデーで、地区の皆様方にですね、地域の皆様方に、環境の関心を持ってい

ただくということで、長期的な展望に立つと、これもそれぞれのですね健康につながっていくものだという

ふうに考えます。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい、先ほどちょっと答弁いたしました内容に誤りがございましたので訂正さ

せていただきます。行政区支援員を私２３０名と申し上げたと思います。そのように職員はおりませんので、

１３０名の誤りです。それとアドバイザーといたしまして、管理職の立場にあるものが複数の区をアドバイ

スしていくことにしております。以上、訂正させていただきます。 

◎議長（山口 和幸君）  難波議員。 

○議員（２番 難波 文美さん）  はい、各課の課長さんの話を聞きまして、感動しております。これだけで

すね、町長が筆頭に掲げておられる健康のまちづくり、健康に対してこういうふうに事業をやっていこう、

こういう気持ちでいるということをですね語っていただきました。私もそれぞれの課のことで、自分なりに

考えたときにですね、商工観光課であれば商工青年部とか女性部の方もいらして、そして農業振興課であれ

ばＪＡ青壮年部女性部と各種いろんな団体があると思います。建設林業課でも、企業建設の方がたくさんい

らして安全大会など、行事もあると聞いております。そういうときに、ぜひ保健師さんとか、栄養士さんを

招いて、健康についてのですね、お話を聞くとかですね、講話を聞くそういうイベントもされたらどうかな
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というふうに思っておりました。こういうことを広く多くの町民に知らせるために周知させるためには、今

回企画されてますホームページのリニューアルやＳＮＳの発信に大きく期待をしているところであります。

そのためにも担当課の方は大変だと思いますが、さらなるスキルアップに努めていっていただきたいとも思

っております。初めてですね、各課の課長さん方この施政方針の健康に対する思い、今回お聞きしまして、

単独事業で単独の課でやってるわけではないということもしっかりわかりますし、単独でやっても十分の成

果があったのかもしれませんが、今のように他の課と連動することによって、一つ一つ点であったものが線

になってつながった時には、本当に他町村に負けない健康はあさぎり。あさぎりの町は健康なんだというこ

とをですね、アピールできるのではないかというふうに思っております。町長を筆頭に、役場の皆さんがで

すね、同じ方向を向いていらっしゃる。その姿勢を私たち町民が見聞きすることで、より一層また町民とし

て、この町で暮らしてよかったと健康に生きていきたいという思いも強くなると思います。どうぞ、議会と

してもですね皆さんと一緒に新年度の健康なまちづくりに頑張っていきたいと思いますので、ぜひとも、よ

ろしくお願いしたいと思います。最後に町長の答弁をお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

○議員（２番 難波 文美さん）  はい。今難波議員の方からですね、各課のそれぞれの責任者担当にですね

意見を言っていただきましたけど、本当にあのこの幸福と健康、特に健康のところはですね、非常に多岐に

わたっております。こういったものをですね、今年は目に見える形にしたいとこう言ってますのでですね、

その中から特に今これをというところをですねさらに各課でですね、意見を課長会議時々やってますから、

テーマに挙げてですね、今言われましたように、もっとあさぎり町の健康の取り組みが外に向かってもです

ね、分かっていただけるような取り組みを今年から頑張っていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  はい、これで２番、難波文美議員の一般質問を終わります。ここで１０分間休憩い

たします。 

 

休憩 午後２時３２分 

再開 午後２時４２分 

 

◎議長（山口 和幸君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。次に、１２番、奥田公人議員の一般質問

です。奥田議員。 

○議員（奥田 公人君）  １２番、奥田公人です。先般通告しておりました内容につきまして、ただいまから

一般質問を行います。今回は高齢者の自動車運転免許証返納について質問いたします。昨今のニュースを見

ますと、高齢者運転の車によるブレーキとアクセルの踏み間違いや高速道路での逆走による大きな事故等が

連日のように放送されています。高齢者といえども至って健康で元気な人もおられるし、もしも自動車運転

免許証返納するとなれば、買い物や通院等の要件がある場合は、非常に迷惑することも当然発生すると思い

ます。しかし、連日発生する高齢者の交通事故を安易に見逃すわけにはいきません。運転免許証を返納する

となれば、運転免許証がなくても安心して生活できる環境づくりを目指すことが最も大切なことと思います。

まず、町執行部の高齢者の自動車運転免許証返納についての考えと取り組みについて伺いたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  はい、私たち役場、町もそうですけれども、このあさぎり町で、悲惨なですね交通

の死亡事故等がないようにですね。いつもそういう思いでおります。そういう中で、この高齢者の運転され

る方が非常に増えておりまして、区長会等でもですね必ずあさぎり交番の若い巡査の方たちがですね今の管
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内の交通状況について話をされますけど、やはり言われることは、高齢者の運転、できれば免許をですね、

返納していただく取り組みをお願いしたいということをよく話をされます。やっぱり私たちは、安心なこの

町あさぎり町であるためにはですね、やはり事故のない車の運転が大事ということで、そのためには高齢者

の方のですね、やっぱり不安定な運転は、やっぱり減らす取り組みをですね、する必要があると痛感をして

いるところでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい。それでは、交通安全施策を担当いたします総務課から、現在の免許証返

納の状況について、御説明させていただきます。はい、平成２８年、２９年、多良木署管内についての状況

を調査しております。まず、平成２８年度、２８年でございます。多良木署管内では１１４件の免許証返納

があっております。うち、あさぎり町在住の方は７０件でございました。次に、平成２９年、昨年でござい

ますが、多良木署管内では１１９件、うちあさぎり町６１件の返納があったということで御報告をいただい

ております。いずれの年におきましても、全件が６５歳以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  奥田議員。 

○議員（奥田 公人君）  町としましては８０歳以上の運転免許証取得者は何人ぐらいいらっしゃるか把握さ

れておられますか。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  年齢ごとの免許証保有の区分といいますか、人数につきまして把握しておりま

せん。 

◎議長（山口 和幸君）  奥田議員。 

○議員（奥田 公人君）  自動車運転免許証の返納は高齢者がみずから返納するのが最もいいことだと思いま

すけれども、他人から返納を促されたら、本人もさぞ不愉快になるだろうと思われます。しかし、自動車運

転に危険を感じたならば、臆せず返納を進言するべきと考えます。まずは家族からの提案が１番ですが、家

族の提案はなかなか聞き入れてもらえないというふうに話を聞いております。そこで町としては第三者的立

場からの勧告が必要ではないかと思いますけれども、いかがでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい、確かに、自らその運転免許証保有している方が、納得しないと自主的な

返納は難しいという意識調査も出ております。ですが、まず大前提といたしまして、免許証の返納をこれは

警察署であっても強制することはできないものでございます。ですが、改正、交通道路交通法におきまして、

更新時に認知機能検査を義務化されたことによって、それを促すことは強化されたものでございます。また、

家族の方が幾ら説得されても、返納の意思がないというケースにおきましては、警察も一緒に説得を試みる

ことはございます。そして、警察署、また交通安全協会等が主催する講話の中で、その危険性や返納の必要

性を説明しているところでございますが、いかんせん、交通安全、安全運転面の自主的返納は難しいのは実

情でございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  奥田議員。 

○議員（奥田 公人君）  私の身内もそうですけれども、知り合いにもですね８０の後半から９０歳以上にな

る方が車の運転をしていらっしゃる方がおられます。家族の人はですねやっぱりあの心配して、もうそろそ

ろ車の運転の免許証を返納したらどうかっていうのは提案をしているようですけども、なかなか聞き入れて

もらえないということでですね、大変困っておられるような話を聞いております。まずは役場内に高齢者の

自動車運転免許証返納相談窓口、仮称ですけれども、等を設けてみてはいかがかなと思いますけども。どう

でしょう。 
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◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい、そういう相談窓口は設けることが必要かと思いますが、相談を受けると

いう体制といたしまして考えていきたいと思います。ですが、やはり先ほど申し上げましたとおり強制はで

きないというものがございますので、そのあたりはやはり慎重に対応すべき案件だと思っております。また、

御存じとかは思いますが、警察の運転の自主的返納制度におきまして、家族の方が代理でも申請は可能とい

う制度が今月３月から始まっているところでございます。運転免許返納の代行制度というものでございます。

ただし、その運転免許をお持ちの御本人の同意承諾が必要となるものでございますが、これをもって家族の

中で、家庭の中で、免許返納について、話し合うという機会になればということで新たに設けられた制度で

ございます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  奥田議員。 

○議員（奥田 公人君）  運転免許証の返納はですね大変デリケートで難しい問題だと思いますけれども、次

に自動車運転免許証を返納するには返納しやすい体制づくりが必要になってくるんじゃないかと思いますけ

れども、その点はいかがお考えですか。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい、これは今申し上げました。代行制度というものも体制づくりの一つにな

っているところでございます。あとは繰り返しになりますが、行政または警察からその危険性、必要性等を

常に発信していくことで、自主的返納というものに今、気づくといいますか、啓発していくことが１番重要

なものと考えているところでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  奥田議員。 

○議員（奥田 公人君）  運転免許証返納者のバスあるいはタクシーの割引料金等の実施はできないものか伺

いたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  高齢福祉課長。 

●高齢福祉課課長（上村 哲夫君）  はい。自主返納された方の代替といいましょうか、交通手段としての割

引制度ということでございますが、現在の町としての独自の支援策というのは現在行っていないのが、現状

でございます。ただ、調査をいたしましたところ民間の場合においての支援内容というのが幾つかあげられ

ます。まず県内のバス運行、民間の会社さんですけれども、主に都市圏が主になると思いますが、それぞれ

のバスの運行会社において、いずれにしても証明書を提示した場合においての割引制度を行っておられます。

タクシー会社につきましても都市部を中心に１割引制度をやっておられるタクシー会社がおられます。あと、

県内の各交通安全協会ごとに証明書の無料発行でありますとかそういったような特典をやっておられるとこ

ろもあるということでございます。その他引越の関係の会社でありますとか、温泉協会によります割引券で

ありますとか、そういったものを民間で行っているところがあります。また行政による支援につきましては、

圏域内では、人吉市さんのほうで６５歳以上の方に対しまして、予約型乗り合いタクシーの料金半額制度を

導入しているようでございます。一応例としては以上、答弁させていただきます。 

◎議長（山口 和幸君）  奥田議員。 

○議員（奥田 公人君）  あさぎり町においてもですね、免許証返納者の証明書といいますか、そういうよう

な発行は考えておられないでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい、免許証を返納された際に、経歴証明書発行というものが可能になります。

この証明書におきましては身分証明書、免許証と同じような取り扱いをするものでございます。これは警察

署の返納の申請の際に、その要旨を合わせて申請していただくものでございまして、先ほどの件数を申し上
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げましたがあさぎり町の方におきましては、約半数の方はその経歴証明書を発行をされているという報告を

受けております。 

◎議長（山口 和幸君）  奥田議員。 

○議員（奥田 公人君）  免許を更新時期にはですね認知症の検査とかがあるというようなことを聞いており

ますけども、町独自で高齢者が８０歳になったら、自動車学校等で実地検証を受けるとか、また町がドライ

ブレコーダーあたりを貸し出してですね、本人の車に取りつけて検証するような取り組みはできないかお伺

いしたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい、町での認知症診断等につきましては、特に高齢福祉課所管、その中でも

地域包括支援センターが、認知症関係の相談は数多く受けておるところでございます。その事案の中では当

然免許証をお持ちの方で車によって、行動を起こされるということもありますので、その相談の際には、い

ろんな相談内容また面談等を行って認知症ではないかということは、判断しているところでございます。ま

た、平成３０年度につきましては、そういう健康推進課のほうで認知症対策の整備も行うこととしておりま

すので、あわせてそういうもので、活用ができないかというものは検討させていただきたいと思います。ド

ライブレコーダーにつきましては、現在のところその計画はございません。 

◎議長（山口 和幸君）  奥田議員。 

○議員（奥田 公人君）  今後ですね、そういう取り組みも検討していただければと思います。また新たな交

通手段の確保が第１の条件になると考えますけれども、本町では温泉センターの統廃合でデマンド交通を計

画されており、ワゴン車１台と軽自動車３台を使用して自宅からの送迎を実施される予定と聞いております。

乗車料金が３００円と聞きましたけれども、走行距離が長くても料金は一緒なのか伺いたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（神田 利久君）  はい。デマンド型乗り合いタクシーということでの御質問ですけれども、

料金につきましては、町内については、３００円で統一というようなところで一応計画はしております。 

◎議長（山口 和幸君）  奥田議員。 

○議員（奥田 公人君）  このようなデマンド交通を自動車運転免許証自主返納者にも利用できるならば、高

齢者の免許証返納者も安心して生活できるものではないかと思いますが、そこまでの掘り下げた計画をなさ

れているのか伺いたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（神田 利久君）  今のところですねそういうあさぎり町民の方を対象としておりますので、

限られた人でなくて、今のところは、一応全町民というところで一応計画はしております。 

◎議長（山口 和幸君）  奥田議員。 

○議員（奥田 公人君）  デマンド交通がですねぜひいい方向に向かってもらえたら免許証返納者も増えるん

ではないかと思いますのでよろしくお願いしたいと思います。次に、自動車運転免許証がなくても、生活で

きる環境づくりについて質問いたします。先日、熊本日日新聞に、山都町の車がなくても暮らせる町へとい

うとタイトルで取り組みが取り上げられていましたので紹介したいと思います。新たな交通体系を整備し、

免許の自主返納を促すため、町内で初の意見交換会があり、行政や警察、医療機関、バスタクシーの事業者

ら約３０人が出席し、タクシーとバスを組み合わせて、自宅から移動できる交通手段の導入が提案されまし

た。官民が、負担金を支出し、マイカー維持費よりも格安で利用できるようにしたいという計画がなされて

います。私たちのあさぎり町では、デマンド交通の運用を計画中ですので、ぜひ実現を図っていただいて、

高齢者の自動車運転免許証返納と交通手段のない人たちの利便性を充実していただきたいと思います。今後



- 211 - 

のあさぎり町の取り組みについて伺いたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（神田 利久君）  今現在、乗り合いタクシーにつきましては、定期路線とそれから不定期路

線ということで運行しておりますけれども、地区によってはその路線がですね、通ってないところとかあり

まして、利用したくても利用できない方もおられるというふうな状況です。そういうことを解消するために、

今回、デマンド型の乗り合いタクシーというのを、３０年度中にですね、運行できるように現在計画中とい

うふうなことです。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  奥田議員。 

○議員（奥田 公人君）  デマンド交通の利用者が多くなれば、予定された車の台数では当然不足すると思い

ますけれども、ある地域によっては、この前テレビで放映をされておりましたけれども、自家用車を使って

ボランティアで送迎をなされているところもあるようでございます。あさぎり町においてはこのような取り

組みは計画なされないのか伺いたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  高齢福祉課長。 

●高齢福祉課課長（上村 哲夫君）  はい、現在あの高齢者支援グループ、当課のですね、それと生活支援コ

ーディネーターを社会福祉協議会の職員に委託をいたしておりますが、様々な助け合い、そして支え合う活

動を話合おうということで、地域のニーズ、これがあったらいいなというような観点ですが、このことを話

し合いまして、活動の開発や企画をする場となる、行政用語で協議体といいますが、の設立を目指しまして、

地域づくり学習会というものを３回開催をさせていただきました。非常に関心が高い参加者が多く参加され

まして、３回の開催で延べ２４０名ほどの参加があって主催課といたしましても大変うれしく思っている次

第です。今後はですねそれぞれの地域における高齢者の皆様方の、どういった支援ができるのかという点に

つきまして、地域で支え合い、助け合う仕組みづくりとしまして、引き続き、検討していきたいと思います。

このことにつきましては、御質問にあっておりますように高齢に伴う運転免許の自主返納者に限らず、買い

物支援でありますとか、ひとり暮らしの高齢者の引きこもり対策でありますとか、いろんな高齢者の支援対

策に結びつくものということで引き続き、開催をしていきたいというふうに考えているところでございます。

以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  奥田議員。 

○議員（奥田 公人君）  ぜひ前向きのですね取り組みをお願いしたいと思います。デマンド交通には町民の

人も大きな期待を持っておられると思いますので、ぜひ運営の充実を図っていただいて、町民の幸福につな

げてほしいと思います。以上で私の一般質問を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  これで、１２番、奥田公人議員の一般質問を終わります。次に１番、市岡貴純議員

の一般質問です。市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  １番、市岡です。本日最後の質問となります。通告書に従い、質問いたしま

す。平成１５年４月、あさぎり町が誕生しました。今年で１５年の節目になります。町の基本となる後期基

本計画も第２次後半の５年の計画に入り、改めて１５年の検証と課題を見詰め直し、発展のあるあさぎり町

を目指すことは、執行部はもちろんのこと、議会としても同じであることを私は考えております。様々な取

り組みの中で、今回質問いたしますのは、合併時のゾーニング等の整備に基づき、深田高山総合運動公園の

改修基本計画が組み込まれ、進められることになりましたが、今後、高山周辺一帯も取り込み、スポーツレ

クリエーションの機能を兼ね備えた総合的な計画を各課連携で取り組むべきではないかと思い質問いたしま

した。高山周辺の環境整備に関しましては、過去にも様々な問題提起をされてきましたし、今後も町の取り

組む健康と幸福にさらに寄与すると考えます。町長はもとより、各課この計画におきまして、どのような発
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展性をもってお考えなのか伺います。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  いろいろとですね、今あさぎり町全体の活性化を目指して、役場の執行部としても

取り組んでおります。そういう中でですね、町の中心部はそこそこにですね人も集まってきてるし、上地区

はですね、ヘルシーランドも今回改築、中学校もこちらに来てるということで、持ってるいろんな遺産もあ

って、今度薬師さんもそうですね、あります。あと残り岡原、深田、須恵。ここら辺がですね、どうやって

やっぱりここら辺も均等あるその活性化に向けて取り組むかと、活性化を維持するかというのは大事なポイ

ントだと思ってますよね。そういう中で深田地区については、やっぱりこう今一つやってますのは、深田中

学校跡ですね、いろんな意味で活用しようということで取り組んでおります。今後も継続して行いますけれ

ども、加えて、やはりこの高山周辺、これはゾーニングでですね、やっぱりスポーツゾーンとなってますの

で、ここはしっかりとやっぱり位置づけは私どもやっていく必要がある。中でも、やっぱりいろんな議論に

なってますけど、運動公園がですね、非常にあそこで深田地区の運動会等があってますけど、雨が降ったら

使いもんにならんという状況でありますので、この辺は何とかですね、改善して中心的に改善して、本当に

あの地域をしっかりとした、深田地区の活性化に資する場所になるようにと思っているところでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、３０年度におきまして、深田高山の総合運動公園の改修の基本設計を教

育課のほうでは実施することとしております。合併前にこのゾーニングのことが計画されまして、旧深田村

においても、高山周辺のスポーツレクレーション整備基本構想というものが策定されております。このとき

には、スポーツレクレーションのみならず、生涯学習の活動の拠点、または都市農村の交流拠点、さらには

総合的な公園整備によって、交流等連携による地域づくりを促進する運動公園という形での役割も持たした

計画となっておりました。で、平成２７年３月に教育委員会で新たに、高山総合運動公園をの基本計画をま

た立てさせていただいております。このときには、老朽化いたしました施設の改修を適宜実施いたしまして、

安全安心な施設の利用をしていただくような計画となっております。または適切な施設点検を行いまして、

維持管理的なものも、行なっていくような計画となっているところでございます。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  今の質問は教育課の基本計画を今回上げているが、全体的な構想を考えないかとい

う質問ですよ。企画か商工観光課が答えんと。暫時休憩します。 

 

休憩 午後３時１３分 

再開 午後３時１５分 

 

◎議長（山口 和幸君）  再開いたします。副町長。 

●副町長（小松 英一君）  はい、深田の時の、あるいは新町の建設計画、ゾーニングにさかのぼるというこ

とももちろん私たちは検証しておりますし、２７年に作成いたしました計画の中でも、町長が先ほど申しま

したように、グラウンドの排水対策も含めてですね、あるいは周辺の環境整備、高山一帯をどう活用してい

くのかという計画づくりをしております。今回はもちろんせきれい館が隣にありますけれども、隣といいま

すか周辺にありますけれども、あそこを活用するための、施設整備ですね、改修計画進入路等含めてですね、

もございますし、あるいは、高山にかけて言いますと、体育館につきましては耐震も含めての整備が改修が

行なわれましたが、今後高山荘をどう利用していくのか、利活用ですね、それから、運動公園もそうですけ

れども、周辺一帯、旧深田中学校跡から、いわゆるあそこの県道から、高山にアクセスする道路であったり、

あるいはそのスポーツゾーンとしたときに、安全面で周辺の外灯はどうするのか、観光面での観光面といい
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ますか、そこを利用する人たちの利便性を高めるその対策はどうするのか。様々に計画立てが必要になる部

分が出てこようかと思います。今高山荘の、失礼しました。高山全体の整備についてどうするのかという実

施計画は、予算のほうでお願いをしようとしておりますけれども、この後議員のほうからですね、それぞれ

個別にいろんな御提案等があれば、私たちもそういう全体的な取り組みとして、ゾーニングの中の、高山の

位置づけ、もちろんこれは町全体の中での位置づけでございますので、計画の見直し等も出てくるかと思い

ますけれども、そういう意味で今後の取り組みを検討していきたいと思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  はい私もですね、最初の質問の中にうまく伝わらなかったところもあるかと

思いますけれども、先ほどの２番議員の中にでもですね、各課にわたってという、こういった皆さんが共通

していただけるような御意見をちょっと欲しいというところで考えておりましたので、うまく伝えられなか

ったのはちょっとこちらも表現に不備があったのかと思いますが、そうしましたらですね、先ほど副町長の

方からも言われました周辺整備っていうのも、私としては、これを踏まえた多額なお金をまたかけるわけで

すけれども、これとともに、健康と幸福につながるような、おかどめ駅を起点としてのですね、今の構想も

ございます。高山もその位置づけの一つとして私は考えております。スポーツのゾーンでもありますし歴史

のゾーンでもございます。それ一つずつ、各課にわたってお伺いをしてまいりますので、こちらから御指名

する形かもしれませんけれども、よろしくお願いいたします。高山一帯といいましてもですね後にはあまり

高くはないですけど、高山という立派な山がございます。登ってみますと球磨地域をですね、水上方面から

人吉方面まで、今のところは、周りの木も切ってございまして、見えるところでございます。そういった環

境の中をうまく今回の、改修の中に、皆さん各課超えて考えていただけないだろうかということを考えてお

りました。その中で、例えばですけれども、商工観光課にまずはをお尋ねをいたします。フットバス構想こ

の中で、もしこの利用するであればですね今後どういった形をおかどめ駅を起点とした構想だと思いますけ

れども、こういった形どのようなお考えで、今のところおられますでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  深田地区においてのフットパスということでよろしいでしょうか。深田地

区のフットパスにつきましてはですね、食と農の研究所リュウキンカがございますけれども、あそこが今主

導されてですね、深田地区のフットパスコースについては検討されております。一応一緒にですね、あさぎ

り町全域をいかがでしょうかというお話をしたんですけれども、一応今のところでリュウキンカでは、深田

地区をまずやりたいということで進められております。それで町としましては現在麓地区のほうにちょっと、

やってみようかなという考えで進めております。以上でよろしいでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  この高山一体というところでですねお伺いしてますので、そういった観点で

のお考えを述べていただくようお願いします。日本遺産めぐり等もですね周辺とございますので、このりゅ

うきんかさんとですね、しっかりと連携をとっていただいて、町としても見捨てることなくですね、しっか

り構想を練っていただいて、提案をできるとこは提案をしていただくということでよろしくお願いいたしま

す。続きまして、先ほど副町長からも言われましたけれども、総務課関係でですね、やはりあのアクセス道

に関しまして、これは建設林業課も含めるかと思いますが、道の拡幅の工事をそろそろというところだと思

いますけれども、やはり県道から旧深田中学校線からの進入、そして相良四浦線からの進入、どちらもです

ね、やはりあの環境の中、山の中に入るものですから、そこら辺での防犯対策、街灯整備だとか、そういっ

たところをこの連携で考えるとすれば、どのようなお考えをお持ちでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  総務課長。 
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●総務課長（土肥 克也君）  はい。当然、総合運動公園、高山一帯のアクセスというものは、対策を講じな

ければならないというふうに認識はしておるところでございます。道路の通行状態等もよくしなければなり

ませんし、議員おっしゃった街灯等の防犯対策にも努めなければならないというふうには考えておるところ

でございます。防犯対策、街灯等につきましては、やはり道路の改良計画等に合わせて進めるべき部分もご

ざいます。ただ、子供さんとか、特に防犯の対策を講じなければならない方々の利用についても考えるべき

部分がございますので、あらゆるそのアクセスといいますか、道路環境等も確認しながら進めるべきと考え

ているところでございます。道路改良の件につきましては、建設林業課のほうでお答えします。 

◎議長（山口 和幸君）  建設林業課長。 

●建設林業課長（坂本 健一郎君）  はい。まず、おかどめ幸福駅から深田まで、それからまた須恵まで延長

するフットパス的なルート、あるいは、遺産めぐりっていいますかね。そういうふうなもろもろに多様化す

る、コースルートの件でございますが、先ほどの２番議員の質問にお答えすればよかったんですけども、ま

ずあのおかどめ幸福駅からですね、深田、古町橋までの道路改良工事ですね、歩道整備でございますが、こ

の件につきましては、いよいよ３０年度に用地交渉に入ってまいります。早ければ、３１年度から部分的に

工事は開始していくというような段取りになっておるところでございます。それから旧深田中学校県道前か

ら高山に向かう町道でございますが、江島田頭川線これあの先にも議員の質問にお答えしたこともあります

が、それと３０年度の予算の説明の中で、いよいよこの用地買収にかかってまいります。それから先行して

田頭川にかかります橋も設計の予算をですね、新年度盛り込んでおります。さらには、橋を渡って、旧最終

処分場ですね。あそこから高山に入り込むところの道路、あそこを舗装補修工事も新年度で予定をいたして

おるところでございますので、順次、そういうことで、当周辺整備につきましては年次計画で進めている、

進めていこうというような計画で予定しているところでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  はい、総務課のほうにもう一つだけお伺いいたします。以前ですね、町長に

もお伺いしたんですが、高山の頂上、こちらにライブカメラを据えてみてはどうかという考えもあったかと

思います。はい。で、現在であれば、ホームページの冊子も含めて、太陽光のバッテリー式、もしくは電気

を引くイルミネーションの件も以前ございましたけれども、それでなかなか電気を引くということはという

ことございましたが、そういうところで何かこう試算をされて、やっぱりできなかったという経緯があった

りとかそういうことございましたか。あとライブカメラの件で今後、そういうのであれば、ふるさとを思う

映像としてですね、バーナーの中にそういった形でひとつ入れてみてはどうかなという考えを私は持ってる

んですけども、そこら辺はいかがでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  はい。私もですね、このライブカメラ高山に置くと、もう球磨郡全体が見えますの

で、面白いかなあともだいぶ考えたんですね。３年か４年ぐらい前の話なんですけど、でも最近では余りそ

こんところはちょっとトーンが落ちています。何でかというと、日本だけじゃなくて世界からアクセスして

見られますので、ちょっと安全面とかいろんな面で本当に正しいのかなあということをちょっと最近はそれ

を考えてるんですよね。どっかでもいろんなもの、今カメラいいですから、それが、いろんなこうそこでか

なりアップすると見えますので、果たしてそんなことがですね、本当に町の安全上いいのかなっていうのが

私の中ではちょっと、今考えてるとこです。ですから、一時は面白いんじゃないかなあと思いましたけども

ふるさと会の方たちがですね、見るのには面白いかもわからないんですけど、でも不特定多数がいろんな場

面であさぎり町を除かれるというのが、どうかなということで、あんまり今、その推進についてですね、積

極的な思いを持ってない。これはよくよく、その辺調べてみないとわからないことでありますけどですね、
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そういうふうに思っているところでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  はい、町長のほうから、そういった答弁をいただきましたが、ここはひとつ

検証してみていただきたいと思います。あと農業振興課にですね、お伺いします。生活福祉課と高齢福祉課

ですね、高山荘そして定住センター、こちらの活用もですね、高山荘に関しましては、地区への説明の中で

ですね、３１年度にその機能は廃しますということを決まっております。温華乃遥温泉とヘルシーランド、

ともに方向性を検討され、なくなる施設でございます。今後の他施設のですね、説明会と同様に、利用者の

憩いの場、そして集いの場、こちらをですね、提供を含めてあり方を今後も並行して考えていかなくてはい

けないのではないかということを感じております。ここでお尋ねをいたしますが、この二つの課で、今後あ

の施設のですね、二つ並んで建ってます。町民の方みんな一緒だろうと、町の施設でしょうっていうことで

考えていらっしゃいますが、それぞれの使い用途が違いますということでなかなか融通がきかないこともあ

るかと思いますので御説明をお願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  高齢福祉課長。 

●高齢福祉課課長（上村 哲夫君）  高山荘を所管しております高齢福祉課といたしましては、温泉施設利活

用の方針で取り決められましたように、次年度平成３０年度末をもって、その施設の機能を廃止するという

ことで計画どおりに進めていきたいというふうに考えております。ただ、来年度４月に入りまして、直ちに

教育課の施設の方等の内協議を経まして、高山荘を利用していただいております老人クラブ連合会、またグ

ランドゴルフ協会等の利用者の皆様方との話し合いといいましょうか、意見交換会、開催したいというふう

に考えている次第でございます。また、議員御指摘のように隣り合わせで建っております農村定住センター

等の利用等についてもあわせて、利活用の方針を検討していきたいというふうに考えている次第でございま

す。以上でございます。 

◎議長（山口 和幸君）  農業振興課長。 

●農業振興課長（甲斐 真也君）  はい、定住センターにつきましては農業振興課で管理をさせていただいて

おりますけれども、当初平成５年度に、農村地域定住促進対策事業ということで、補助事業を活用されて整

備がされているようでございます。目的としましては、定住センターの整備により地域住民の社会活動の拠

点としての活用や、都市住民との交流事業の定着化によって、住民の見方や考え方に新しい息吹を生じさせ、

地域の活性化を図るというような目的もあっております。そこで、定住促進センターの条例にもですね地域

住民の社会活動及び町活性化活動の拠点として多目的な活用を図るというふうなことも、書いてありますの

で、今後もいろんな方々にですね、活用いただきたいというふうに思っているところでございます。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  横の連携をですね密にとっていただいて、今利用されてる方々の利用の不便

さを感じないような取り組みをしていただきたいと思います。最後にこの件に関して教育課のほうにもう１

点だけお伺いします。計画の中で、こちら計画の中ですね、３３年に弓道場の施設も計画されるっていうこ

とになっております。遠的近的ができるということで、弓道される方にとっては、絶好の腕のみせどころに

なるかと思いますけれども、ここでですね、やはりあの今中央にあります免田のですね弓道場から、やはり

高山のほうと、先ほど建設課にもいきましたけども、やはりあのアクセスに少々暗い所を通って今から改善

をしていかなければいけないということであれば、こういったところで今の利用者の方にすんなり向こうの

ほうに移ったときにですね、やっぱりアクセスの利便性と安全性というところを御説明っていうところまで

のお考えは今の現時点でのこの年に考えはございますか。 

◎議長（山口 和幸君）  教育課長。 
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●教育課長（木下 尚宏君）  はい、平成３０年度におきまして改修の基本計画をする予定としております。

今議員おっしゃったとおり平成３３年度におきまして、弓道場の建設も予定しているところでございます。

今現在、免田地区のほうに弓道場ございますけれども、一応教育課としては、スポーツ施設の集約という部

分でも深田のほうに移設というふうに考えております。今後計画するに当たりましては、当然ながら利用者

の方の意見もお聞きしながら、設計に入っていくのが基本だというふうに考えております。以上でございま

す。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  はい、この計画におきまして、様々な方がいろんな形で利用されると思いま

す。あさぎり町内、そして町外ですね。こういった施設がどこにでもあるかというと、なかなかございませ

ん。テニスコートに関しては今村山公園か深田ぐらいだもんなとか、上地区もですね含めてなんですけれど

も、やはりあの環境はいいところに皆さん利用を求められております。こういったところでグラウンドの整

備、こういう基本的な構造の整備を進めていただきながら、さらにですね地域住民の方の周りの利用の利便

性を高めていただく、各課の連携をしっかりととっていただきたいと思います。また弓道場に関しても、町

民の方のですね、利用者の方々、そして今後始めてみたいと言われるようなですね、方々にも、ぜひともそ

ういった周知をしていただき、理解を求めて、素晴らしい弓道場になるような、目標を立ててそこに向かっ

ていっていただきたいと思います。１番目の質問に関しては、以上になります。 

◎議長（山口 和幸君）  ここで１０分間休憩します。 

 

休憩 午後３時３５分 

再開 午後３時４４分 

 

◎議長（山口 和幸君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  はい。それでは、二つ目の質問にまいりたいと思います。続きまして施政方

針について質問いたします。あさぎり町地方創生の中で、町民の目に見える年にしていくと町長は言ってお

られました。その中におきまして、観光客の増加、すなわち交流人口の増加と思われます。方針の内容に記

載されている中で、今回三つのことについてお尋ねいたします。まず一つ目はプロモーションビデオＰＶの

製作、二つ目は、あさぎり町マップ等の活用、そして三つ目はサイクリングロードの具体的な取り組みとい

うことで、３点お伺いいたします。まず一つ目につきまして、こちらの写真をご覧いただきますか。こちら

ですね職員の方なんですけれども、平成１８年の２月、これはですねＫＡＢのふるさとＣＭ大賞、こちらの

行政部門におきまして、今の現課長たちがですね、１２年前に写っていらっしゃいますが、こちらのほうで

大賞をいただいたときの写真でございます。朝の濃ゆくかかった霧の中に、おかどめ幸福駅にですね、電車

が入ってきて、これっきりこれっきりもうこれっきりですかとちょっとふざけたようなＣＭにもあったかと

思いますけれども、地方をですねあさぎり町を宣伝するには十分というぐらいの効果があったことと記憶し

ております。こちらはですね、今後、この一つ目、プロモーションビデオのＰＶ制作ということで、何かで

すね、もう１回奮起していただいて、作成にこぎつけてみてはいかがでしょうかというような提案になるか

と思いますけれども、当時のですね、ちょっと話また戻りますが、ユーチューブで検索しました。見れるか

と思いまして検索しましたところ、当時の審査員でですね、物すごくいいという評価の文面だけは残ってお

りました。原本は役場のほうにあるということですけれども、もし機会があればまたちょっと探して私のほ

うも見させていただきたいと思います。今回この質問に上げさせていただいたことはホームページの刷新も

含めて、おかどめ幸福駅を起点とした観光構想への意気込みを映像にしてみてはということで、いたします。
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商工観光課長のお考えを伺います。また、企画財政課長の考えもお伺いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  はい、プロモーションビデオにつきましては、昨年度、フラッシュモブサ

プライズプロポーズですか、を撮影しております。これをおかどめ幸福駅を舞台に撮影しておりまして、こ

れもユーチューブで動画公開しております。約１万６,０００回の再生回数だったと確認しております。そ

れなりの効果はあったと思うんですけれども、やはりこういったものに関してはですね、やっぱり何度も繰

り返してアップしていくことによって、知名度が上がってくるということだろうと思います。ですから費用

対効果という観点からいきますと非常にこう難しい一面もあるのかなと思っております。ふるさと大賞とっ

たようなプロモーションビデオということですけれども、例えばですね、各種イベントとか、四季折々の風

景とか、こういったものを、例えばドローンで撮影したやつを、ドローンで撮影したものをホームページ上

でアップしていくとか、そういった方向で考えていってはどうかなというふうには商工観光課では考えてお

ります。 

◎議長（山口 和幸君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（神田 利久君）  今現在ホームページのリニューアル等を行っておりますけれども、このプ

ロモーションビデオは商工観光課長が申したとおり、効果があるとは思いますけれども、その内容をですね、

どういうふうに持っていくかということがやはり１番だというふうに思います。ホームページのリニューア

ルも兼ねておりますので、そういった中で、もしいいものができればそこに上げて、そして、あさぎり町を

ＰＲしていくというようなことは非常にあさぎり町にとって、いいことではないかなというふうに思ってる

ところです。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  はい、今商工観光課長のほうからドローンの撮影と、私もこの原稿の中に準

備はしてきたところなんですけれども、やはりですね、前回もドローンでも活用の方法はということでお聞

きしたことはあったんですが、全てをただつくったらどうだろうかっていうことだけでは私もあの提案はご

ざいません。やはり各スポット、各季節折々の映像をですね組み合わせながらの一つの町としてのＰＲにな

るような、映像の編集はいかがでしょうかっていうことでの提案でございました。ドローンの撮影に関して

は、やはりあのどこの町村もですねちょっと肝入ったところではもう実施されておりますし、いろんな形で

たくさん出てまいります。検索をすればですね。あとやっぱり若者の本当に中学生からスマートフォンって

いうところで現状はあるかと思いますけれども、やっぱりですね、若者からの発信元として、このあさぎり

町１回でも再生多くするプロジェクトとか、このですね、子供たちさせるっていうのはまたちょっと語弊か

もしれませんけれども、やはり若い人たちの考えをしっかり組み入れたところで、作成をしてみるっていう

のも青壮年あたりとかでもですねお声かけしてみて、そういうチャレンジしてみないかということをですね、

こちらから提案してみてはいかがでしょうかという考えです。また地域おこし協力隊の方々もですね、イン

スタグラム等毎回上げていらっしゃいますので、こういった形で動画版もですね基本のベースの画像として

おいていただいてやっていただけるようなプロジェクトを組んでいただくと、また先ほど３番議員もありま

したように、やっぱ遊び心のあるですね何といいますか事業も、あってもいいんじゃないかというような、

大変予算の厳しい中ではございますけれども、そういう心も持ちながらというところで取り組んでいただけ

ればと思います。このことに関しては、またいろいろ私のほうも、今後提案していきたいと思いますので、

続きましてマップの活用ということで、そちらに移らしていただきます。各課のですね、様々なマップがこ

うしてございます。今、商工観光課ではこの二つを今度増刷をするということで、昨日も言われておられま

したけれども、やはりこのマップの活用で、今現在商工観光課のほうで、今度増刷分も含め現在の配布場所、
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といいますか、年間にどれくらいこう皆さんが手にとって持ち帰りだとかですね、されているのかというの

をまずお聞きいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  はい、配布カ所につきましてはそれぞれの公共施設、そして各市町村、郡

内、管内ですね、人吉球磨管内の主要施設にパンフレットは置いてあります。大体年間増刷分ぐらいが、年

間はける数であります。ですから、観光パンフレットが２,５００部、リーフレットが５,０００部ぐらいは、

１年間の必要枚数となってます。以上です。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  これだけの量が毎年皆さん観光された方の手に渡っているということで、こ

の数字はやはり増えれば増えるだけ、その分その人たちの手に渡るということですので、効果をだすいい手

段だと私も思っております。増刷の際にですね手直していうのは可能なんでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  はい、特に観光パンフレットにつきましてはですね、飲食店を記載してお

りますので、飲食店が始められたところもありますし、やめられたとこもあるということで、そこの差しか

え等は毎年行っております。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  はい。しっかりと見させていただいたんですけれども、飲食店等の変更が、

手直しが可能ということでありまして、私もちょっと見てですね、個人的な意見になるかもしれませんけど

も、１番最後のページにいろいろ問い合わせ等ございます。もしもの時っていうような、例えば観光に来ら

れて子供さんが熱が出たとか、おなかが痛くなった。歯が痛くなったとか、そういったところで医療機関の

ですね、電話番号をこの観光に直接ではないんでしょうけど、やはりあの皆さん旅に行かれたときにどやん

かあったっていうことは何度かあるかと思いますけれども、何かそういったところもあったりとかですね、

あと公衆トイレのマップ等とかですね、一つの地図の中に全部押しこんでしまうと結構大変かと思います。

これを一つの解消方法としてですね、私はずっと前からＱＲコード、やはりこのページページの主要なです

ね、例えば、上地区方面、とか深田地区方面岡原方面、いろんな方面の主要な散策とかですね各それぞれＱ

Ｒコードとかあるとですね、トイレのＱＲコードを引くとマップの中にトイレだけの位置が出るとか、そう

いったのをですねグーグルのマップとかと今兼ね合わせて、それぞれの会社さんでやってるかと思いますけ

れども、そういったＱＲコードの活用も、この中に押し込みますと、あさぎり町の文化財、こちら相当ござ

います。例えば、このトラベル比率ですが、こちらの中になかなか表現できなかった部分もですね、このＱ

Ｒコードを利用してこういった文化財の様々な小さなところまでメジャーなところからアングラーっていい

ますか、なかなかスポット的なところまでですね、そういったところをもう少しこの本の中にぎゅっと押し

込められるような工夫ができるんじゃないかと思っております。これだけたくさんのですね、それぞれ課で

つくられると思いますので、そういった工夫もしていただけるとよろしいかと思います。また駅のほうにも

ですね、やはりマップの活用ということで、各３駅ございます。シンプルな画像の中にＱＲコードを置くと。

そこで検索が進むっていうような、もちろんじゃ携帯を持ってなかった人たちはどうするのかということで

あれば、このトラベルトリップの中で確認をしていただくということですね、結構身軽に動けるプラス、し

っかりとあさぎり町を網羅できるというような、そういったこともできるのではないかと思いますが、いか

がお考えでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  はい、非常にいい提案をいただきまして、ＱＲコードを含めてですね先ほ
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どから横断的と申し申されましたけれども、教育委員会、教育課と関係課と協議していきたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  はい、この件に関しては、増刷の際に書きかえができるということで、一つ

の御提案だと思いますけども、また語学といいますか、英語、韓国語、中国後とかですね、この中では本当

に大変ですので、ＱＲコードでまたそちらのほうで対応するとかですね、いろいろ話せばキリがないぐらい

たくさん私自身は出てくるんですが、またそういうところも皆さんの課のほうで検討していただきたいと思

います。インバウンド人口の訪日観光客。これ少し調べさせていただいたんですけども、やはり八代港に入

ってきている船の数、年々増えております。これはもう前々から言われてることなんですけれども、こちら

の球磨人吉の中に県のですね、観光課で外国人観光客とおもてなし向上プロジェクトっていうことで、県の

観光課が進めている事業になるんですかね、やはりこの中で、経営者、マネージメントされる方、店長とか

ですね、あと接客インバウンド対策のイベント等ということで対象の講座がされておるようです。こういっ

た形で、町内のですね様々な方々にも、こういったお客さんの受け入れる体制というのも、また勉強してみ

ることはいいんじゃないかなということでもう一つの提案をしておきます。この中でニーズ把握、それから

集客と受入れ対応そしてリピートっていうことのループになるということが書いてございました。この辺も

ですねまたよく考えていただいて、何かと外国人の方、本当に昨日も説明ありましたけど、定住の方もやは

り増えてきている。これがうちの町村だけではなくてですね、この球磨郡全体見てもやはり増えてきていま

すので、そういった方に対しても、説明ができる。そしてインバウンドの方々、観光客の方々にもそういっ

た説明が観光の面に対しても説明ができるというような体制を少しずつでも、整えていただければと思いま

すけれども、そこら辺どうお考えでしょうか。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  はい、確かにインバウンド外国人対応につきましては、非常にこの地域は

遅れている状況であります。その県の事業の中でも、そういった研修会等も開催されておりますので、そう

いったところにも積極的に参加して、そういった接客等についても勉強していきたいと思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  はい、このことにつきましては、またさらに検討を進めていただきたいと思

います。それでは３番目はですね、町長にお伺いいたします。サイクリングロードの活用です。去年も私の

ほうも一度、お尋ねをいたしましたが、具体的な取り組みを今年はどういったふうに、その中でですね。お

かどめ駅を起点にサイクリングということで言われております。今年、具体的な取り組みをお聞かせいただ

きたいと思います。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  はい、今今回ですね、やってみたらどうかとイメージしてる内容ですけれども、お

かどめ幸福駅がですね、いろんな意味で、観光客のアクセスの拠点になればいいということで、幸福駅の売

店もですね、今、まさにリニューアル中ですけど、そこで南稜高校生の会とかですね時々やっていただくこ

とになってます。こういったことを行うことによって、最初の何回かはですね、マスコミは取り上げてくる

かなと思ってますけど、そういったものをやっぱり先ほど言っているユーチューブとかいろんなもので発信

するとですね、面白いなという場所なんだろうと思ってイメージをしてます。いずれにしてもそこに車で家

族でも、いろんな人たちが来ていただいて、そこからイメージでは、おかどめ幸福から湯前まで列車に乗っ

ていただいて、湯前駅にサイクリング用の自転車が準備されていて、そこから湯前から球磨川沿いのサイク

リング道をこうゆっくり下っていくイメージですね。そうすると時間的には３０分で湯前に行って、湯前の

漫画館とかあの辺ちょっと散策されて、それから自転車に乗って２時間から２時間半、ゆっくり３時間もあ
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ればちょっと遊びながらまた幸福駅戻ってきますから、そこでそういった今度でまず試しにやってみたらど

うなるかということです。幸福駅から下球磨、錦の方に走っていく手もあるんですけど、実はこっちの方が

ですね、途中から球磨川沿いじゃないんですよね。国道沿い走っていきますので、どうも町のほうは、もう

一つお勧めがちょっとどうかなあと思ってます。ですから、上球磨の方は非常にいいんですね。場合によっ

ては錦方面まで時間がありますから錦のツクシイバラ付近まで行って帰ってきて何も問題ありませんから、

そういったところも含めてですねテスト的にそういったコースをつくって、モニターにも入ってもらって、

意見聞いて、さらにそれをブラッシュアップしてですね、面白い観光資源に新たにならないだろうかと、ま

ずはそこでやってみたらと。それが広がれば今度は自転車で、あさぎり町の例えば薬師さんとかですね、あ

さぎり町の中も車走るのは次の段階として、考えてみたらどうかなと、そんなイメージを考えているという

ところで、私はそう考えていますが、これはまだ、商工観光とか他の人達とまだいい案も含めて練ってです

ねやってみればと思ってます。 

◎議長（山口 和幸君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  はい、今は自転車道につきましては、人吉球磨で自転車道活性化協議会と

いうのがございます。その中で、それ自体でのイベントの主催でのイベントは、今のとこやっておりません

けれども、管理面で大変点検等は行っております。それと周知徹底といいますか、ＰＲのために、パンフレ

ット、そして記念のタオル等は作成しております。そういったイベントに関しまして、自転車活性化協議会、

そしてくま川鉄道と協議を進めたいと思いますが、協議会の中ではですねレンタサイクルが各市町村にあり

ますけれども、それを例えば駅に乗り捨てして後で回収する、そういう方式ができないかといったようなこ

とも提案があっておりますので、そういったことが可能ということになれば、そのレンタサイクルの利用率

も上がっていくということになると思います。ですからまだイベントに関しましてはですね、もうちょっと

検討させていただきたいと思っております。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  はい、先ほどの後半にお話いただいた乗り捨てですね、メルチャリですよね。

メルカリがですね自転車を貸してどこでもおいて使えるというようなシステムに似てるだろうなっていう感

覚を今持ったところでございます。いろんな様々なサイクリングロードですね、ロード、道だけでなくてで

すね、サイクリングをしながら、観光につなげる、健康につなげるというような方策は、これからも持って

いっていただきたいと思っております。これをやはりいつ行うかっていいますとですね、やはりあの１０月

に大体ロードレース１２０キロとかですね７０キロとかされてますけれども、やはりあの時期、１番紅葉も

始まったりとか、そういった時期にあさぎり町の中も、観光スポットがたくさんございますので、そういっ

たところを考えますとやはり４月始まってからは、その計画も商工観光課、しっかりとプロジェクトを組ん

でいただいてですね、取り組んでいただくと１０月頃には素晴らしい自転車道を利用した一つの事業ができ

るんじゃないかなということで期待しております。よろしくお願いいたします。それではですね、私の質問

は以上になります。最後に町長より総括答弁でいただきたいんですけれども、このそれぞれいただいたんで

すけれども、こういった形で幸福と健康につなげていただけるようなコメントを一言お願いします。 

◎議長（山口 和幸君）  町長。 

●町長（愛甲 一典君）  はい、幸福と健康というのはですね、ある意味非常に一般的な、どこでも取り組ん

でおられる取り組みでもあるんですよね。それをいかにその何度も言ってますけども、この自分たちで楽し

みながらですね、実行していて、何かあさぎり町楽しそうやねということで、外から来ていただいたり、そ

ういったことがどんどん広がっていって、何かマスコミもあさぎり町面白いねということで、たまにはです

ね、取り上げいただくと。そうなってくると今度はまた若い人たち女性の方たちとか含めてなんか入ってみ
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ようかとなってくる。イメージはそんなことをですね、一生懸命考えているわけですよ。ですから、ここを

本当にやっぱり自分たちがですね、役場職員、議員さんたちもぜひ協力をお願いして、それから町のいろん

な各種団体の方たちもですね、その都度役場こういうことで頑張っていくんですよっていうことを発信しな

がらですね、私たちもちょっとやってみようかねというような輪がいかに広げていくかが、そのなんかあさ

ぎり町面白そうだねっていうことになっていくんだと思うんですよね。ぜひそういった取り組みになるよう

に、やってみたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

◎議長（山口 和幸君）  市岡議員。 

○議員（１番 市岡 貴純君）  はい、本当にいい意味でマスコミを騒がせてください。それと職員の皆さん

も全員一丸となって、そして我々議会も一丸となり、そしてまた町民の方もですね、皆さんで取り組めるよ

うな方向に進んでいければと思います。これで私の一般質問を終わります。 

◎議長（山口 和幸君）  これで１番、市岡貴純議員の一般質問を終わります。以上で本日の日程は全部終了

しました。本日はこれで散会します。 

●議会事務局長（片山 守君）  起立、礼、お疲れ様でした。 

 

午後４時０９分  散 会 

 


